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昭和30年 l 月31日 の 通 常 総 会 に ‘ 除いて下況のi湿り j 、々

名 替 正 会 員 に 推 薦 さ れ ま し た 。

定秋官官11 ，条の (1) の 内 ( 功 績 願 者 な 手 れ に よ る も の

野 中 夫 氏

今 津 吉 : . I t l 氏

定款守ｾ Ｑ Ｒｾ 拒の Ｈ ＲＩ によるもの

f')l ｾ車部太

lお m 良

安 井 ｬｩｾ＠

岡 村 徳 一

佐 藤 正 次

波 尖

岡 田 平

監事並びに評議員当選に関する件

昭和30年 l 月31日 の 通 常 総 会 に お い て 税 事 並 び に ，i'P.議

門の［ｾ叶与を執行いたしました ｉ 山県下 ｾ￨ の通り夫々当選さ

れましたの

監 事 C1  :l'， . 111/¥敬称)

鷲 j 己 九 1111 ( 竹中工務府守 J先取締役〕

本 部所属評 議 員 Ｈｾ Ｑ ＱＧ， ・ ｾｉｉ 敬称 Ｎ JI. 1百 聞 )

名誉正会員に関する件

q土停j ]"; 11 ｉＧｾ Ｉ＠

T i . 宵 阪 万 明 ( 府 建 築 部 指 l草課係長〕

小 切， 1M t下介( 大阪y j ¥祭事務所制作部係長〉

岡 稲 作 太 郎 ( 日 建 設 計 工 務 取 締 役 〕

合 同 | 年 半 〔 金 剛 建 築 部 常 務 取 締 役 )

料 。 々 木 新 一 ( 安 JI ー建策事務所取締役)

イ4・々 木 保 u菜 畑 処 策 事 務 所 主 任 校r:i 市j

i反 内 幾 三 郎 ( 坂 内 犯 祭 事 務 所 長 )

賛 同 思 7草ー( 大林組研究窓〕

11J rB ｾ＠ ( 近 能 地 建 営 繕 部 建 築 課 長 )

広 瀬 !A ( 今宮工業高校定時制主l ! 築利長〉

元 良 勲 ( 大 阪 工 業 大 学 教 授 )

安 nl f::t 一 ( 只 羽 紡 織 営 綿 課 長 )

( 綜 合 部 門 〉

烏 野 氏 児 ( 鴻 池 納 常 務 取 締 役 〉

大 野 勝 三 郎 ( 鹿 島m設 大 阪 支 l古池熊持sj 来日市長〕

川 勝 訴 兵 術 ( 松 村 組 常 務 取 締 役 〕

r; 'f 令 貞 一 郎 ( 大 林 組 常 務 取 締 役 )

主主 1. 』 労 iit ( 大成建設大阪支応建築課長〉

中 山 育 次 ( 西 必E主役関西支防支凶次畏〕

長 野 三 郎 ( 情 水 主II 設 大 阪 支 庖 支 応 次 長 〉

福 山 良 三 ( 栗 本 総 投 取 締 役 企 : 阿 部 長 )

t管工f 11¥門)

柴 田 文

城 ロ J沼

山 田 文

〔 電 気 部 門 〕

; 苛柿; f とで. T CJ l . 花脳会専務取締役)

泳 nl ) 鼎 三 ( 大 阪 電 気 取 締 役 電 気 l i sR)

山 本 竜 太 郎 ( ヤ マ ト 電 気 社 長 〕

(雪量 材 部 門)

井 上 定 雄 ( 井 上 定 株 式 会 社 社 長 )

木 村 府 直 ( 浅 野 ス レ ー ト 大 阪 支 庖 長 )

'1' ，1九 日.1:1 ｃ 油脂イ ｴ 工社大阪Ｎｾ［ ｾ 業所長Ｉ

I草 原 利 放 ( 藤 森 工 業 大 阪 出 張 所 長 j

柳 IU.夜 巳 j 、t 大阪司・コ './tJ vー ト工場長〉

(  i作 文 部i宮IHの 府 議 員 氏 名 は 追 て 党 表 い た し ま す 〉
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三 Ci 9 . i 砂熱学工業取締役大阪支防長〕

平( 大阪城ロ研究所社長、

次 C111 nJ 工 業 社 長 )

日 本 建 築 協 会

進
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三

論文 「住宅難をどう解決するか」募集

現 在 の 深 刻 な 住 宅 難 を 打 開 し ， 安 定 せ ゐ 住 生 活

の 実 現 を 図 る た め ， 大 阪 住 宅 復 興 促 進 協 議 会 ， 読

売 新 聞 社 で は ， 姐!g生省 ， 大 阪 府 ， 大 阪 市 の 後wの

も と に ， 標 記 論 文 の 募 集 を 行 っ て い る 。

締 切 昭和30年三3 月 初 日 ， 応 募 資 格 制 限 私 し

字 数 一 万 字 以 内

賞 金 1 席 5 万 円 l 名 2 府 2 万 円 l 名.

3 席 1万 円 1 名 ， 佳 作 記 念 品 10名

4 月 上 旬 以 降 の 統 先 新 聞 紙 上 、 rf主宅

復 興J Nt 

大 阪 市 東 区 大 手 前 大阪府処君臨部住宅

課 内 大 阪 住 宅 復 興 促 進 協 議 会 論 文 募

集 係

日 本 建 築 協 会 会 長

大 阪 府 建 築 部 長

読 売 新 聞 社 論 説 委 民

表

iきり介

2存在貝

予苦



膏 年 建 築 家 の 皆 様 に /

ー一一 第 Z 回 普 年 澄 築 家 特 集 械 の 作 品 募 集 に 関 し て 一 一

重 ｉｊｾ まと工夫に満ちた青年建築家のため ｉｃ 、 私ども Ｑ ＧＱ本年 Ｖ 月号の金誌面を提供して 、 恒例の脅年建 築 家特集を組む

ととになりました。本年は活溌な協会活動を背景にして昨年よりもまた格段の水準と品位をもちつつ、迫力と 魅力の

あふれる 「建築と社合」誌といたした〈期待しております。

ねがわ〈はつぎの規定によ ! U、るって応募せられん ζ とを 1

感 姦 規 定

1. 昨年度の掲撚者の方には主主! 被していただきますが、 その氏名 ・作 品等 1' 1 同号に再録して敬意を表する乙ととし

ます。

2. 来年たに廠採されるんは 、年 令 満25才より 35才までの制限を設けます。

3. 廠君主作家はなるペ〈推薦者を通して廠募されるととを希望しますが、その推薦者が見当らない人K は当編集餐

員舎で任務を代行いたします。

4. 綿集委員宅干の慎重なる検討期間をうるために、30年 4 月 5 日までに下記事年料を提供して下きい。

a  本人の氏名 ・ 略臆 Ｈ 写ｾを要すＩ。

b. E主主主作品の設計紙要、プラン 、鮮明なる写員。なお、特色ある携造、言十回、詳細 が あればそれを表示す

る資料。

C. 推薦者のととば (400字以内)

d. 本人の 「設計者としての ζ とば J (800字以内)

5. 紙数の都合により、掲載機およびディスプレイ〈割付) は本委員会に一 任されたい。

6. 送 付 先 大 阪 市 東 区 京 橋 3 日本建築協合編集宅建員合青年建築家特集号係

昭 和 30 年 2 月 12 日

日 本 燈 築 協 会 繍 集 委 員 会

戸 M …叫…品…^ " ^ ' ニ月 午 餐 会W … • ........vv…仇叫…叫一a

; 一j…ニj月3はl旧日1脈i儀読敵米より B蹄帯靭されました大林組紋計部長小閏島兵吉氏にスライド

による欧フ米l伏士の才おS 宮路古を開〈正牛F餐令を 下 官記Eの2遜霊り関{ 他抱いたします。 何卒多数令員

の御多参=カ加日下きい。

時 2月26 日( 土) 1 1時30分 集 合

;  と こ ろ 大 林 組 構 堂

会 費 3 0 0 円

申 込 所 大阪建設合「館 2 階 日 本 建 築 協 会 分 室



作 品 作 風

1 大 阪 北 電 話 局

2  ｾ知県市町村会館

3 大 阪 市 西 成 区 役 所

4 京 都 市 五 条 保 健 所

Contents Eor February， 1955 

コンクリート特集

プ レストレスドコングリ { ト 設計 ・・ 0 坂 静 雄 ・ 0 ・13

ピア ノ線に ついて・ .." ." ぃ一一一荻 山 英 二・ー18

コンタリ { ト簡易試験法 ・・・ 田・・・ ・… ・0 ・奥 島 iE _ '" .22 

鉄製型枠に ついて ・ー… … … … ぃ政 問i Mi 次 0 ・.29

スラ イデイ γ グブオ ームに つい てー菅 田 豊 重・ .34

水 と 土・・……. ，. . .，. ・・・…・ ・・河 悶 明 雄 40

紫 煙 室

「武」の 神と 「文」のネ ｾｬＮＮＮＮＮ Ｎ Ｎ ＮＮＮＮ .… 波 j工 悌 夫・ ・・ 33

統相川音頭・…・ 一... . . ... .. . .... . . ・ … - 佐 藤 重 夫. . '4 1  

シネマ スコー プのぐ ち ・ ・ ・ … ・ 高 橋 段 火 .. .42

数のおもしろさ. . . … ..... ・・…・ ・・中 村 綱 .51

技 術 講 座

現代建築 のエア コγ デイ シ ヨニγ グに

おけるこ ・三の 問題点 ・ ・ 井 上 宇 市 43

会 報・・ー…・・. . . . . . . … .............. … … …. . .. ...… 47



大 阪 北 電 話 局
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上 ・北 西 よ り み た 外 容

中 ・lJ! 衣 室

下 ・ 司I 務 室

上 ・ 自 動 機 械 室

左 ・ 第一階段室ホール

下 ・ 第 一 階 段

¥ 

， 
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造 鉄 骨，鉄筋コン クリート造構

昭和28年10月12日

根 陸屋根 アス フアル ト防水屋

起 工期エ

装 F イJ レ貼 湿式 2 丁擬( 伊奈製陶)外
昭和29年 11月12日完 成

附 属 舎 建 築 延 面 積 212. 08m2 (員64. 15坪)

主 体 工事

際数階

舎 国1築 面 積 1，腿 8. 26m2 (均 571. 16呼)

i l ! 築延国if1l 8，920.  1 5 m2  ('=;2，698. 17坪)

局

2 7 所

造 鉄 筋 コン ク リー ト造

タイ ル貼 湿式 2 丁劉

鉄筋ヨ ンクヲ - f，造

線 防 水モル タル銭 押へ

談

構

【

自L

合ト

道洞

数 総 地下 1 階，地上 4 階，11' i屋付

礎 コンク リー ト杭，長7 m

1. 1日本割葉地形

J!'.'i 

3広



. 立 画 面 図

平 面 図 鋭 明

1 温 混 皮 創l I l : 室 2. 予 備 電 量 事 室 3. 需 品 開

4 担島 村 ｾ＠ 5. 倉 J'I( 7回開 容 室

8 休 憩 宿 直 : M 9 食 堂 10 小叫1 湯沸3 ' (

1] . 浴 室 12 便 所 洗 前 所 13. ポ ン プ 室
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17. U  言h 相 18 温 鋼 ダ ク ト 19 第 一 階 段 室

ＲＰ 第 二 附段 ｾ， 21 ド ラ イ エ リ ア 22. 電 力 主

23 電 池 ｾ＠ 24. 民 量貴 室 25 線 路 要 員 室

P .B. X.要 員 室 26 宿 直 休 想 室 幻 監 視 貝 室

28 頁 衣 室 29. 湯 沸 室 30 女 子 便 所

31 . 男 子 便 所 32 パ イ プ U ヤ7 ｾ＠ 33 玄 関 ホ ー ル

34 第 三 階 段 宣 35. 足 洗 場 36 使 所

37. 自 転 車 置 掛 38. ポ ン プ 室 39 荷 物 燃 入 ロ

40 線 路 倉 庫 41. 自 動 機 減 室 42 倉 庫

43 事 務 室 “ 修 錨 室 45. 共 通 事 務 室

46 局 長 室 47. 会 環 宝 岨 測 笠 'iR

49. 事 務 室 50 保 健 室 51 . 事 務 室

52. 予 備 室 53. ェν ベー ター織 械室

内 f部 仕 上 ( 局 合)

宣邑 名 床

玄 関 ホ ー ル 人造石研 H¥L  S莫織目地入
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建築位置 名古! i l . lli 中区1帽外郷町 6 - 1

工 期 萱t 工 昭和 29 年 1 月 24 日

官量 工 昭和 29 年 11 月2 日

雄策面積 挫坪 135. 50坪 延 坪 552. 16即

相陣 造 鉄筋 コンクリート造

階 数 地下 1 階 地 上 3 階 1 部中 4 階

高 さ 屋階パラ ペット上端迄 47. 0尺

煙突頂部 60. 0尺

置 量 計 者 の こ と 1;1:

本姐築I H.l治 の事務を行う会館なれば他用目的に適応するよ

う ，か つ 維持保全 白 点に留 ｾＺｌ ｴＮニ。

位訟は 111名占出城跡にして IP庁舎県庁舎 U) 正面に今般名城周i内

利} f I 計耐にもとずく名城公闘敷地内なるため四凶の環演にふさわ

しく捕に成 らず貧に至らず現代処築に立案した。現在は附近信収

中のため前面道路 l i 使用で主ないが将米1; 1 : . 緑地公園化が期待され

ている。

1 階は i市防依 111の事務関係， 2 階は役貝および対外的のJt 宝.

3  Wi IJ : 大会議選. 地階は機械室食堂宿泊宝を設け四周に空婚をな

して温風保光に似した。各室は夏期に適するよう窓は開放的に室

内は日本式の床の間を立礼式に近代化 Llli 繭，置物，洋画を架It

焚術情紛の溜餐の怠匠とした。 3 階の大会蟻室は床水平に部屋は

長方形の感条件のため音響効果に腐心 L . 殊に壁と天井の剛の主主

響の不Hを考えて窓の上部にて一段天井を下げ墜と天井の隅に半

間接照明用にー段繰上げて残響を矯正したため大体において音響

的には成功したと思う 。 (政計担当 伊藤鉱ー， 中川氏一)
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1:  JUI 泊 エ 昭 和 29 年 3 月 10 日

} 後 工 昭 和 29 年 11 月 30 日

本町il.ll築 l面械 385汁・ 延面積 1237tt< 

構 造 本館鉄筋コン ｾ ｾート記 ｩ

一.i"ilik竹鉄筋コンクリート迂i

E5 さ 本館 15. 2M 

本町{ 段南部 ?6. 7M 

地 階 p

.... 1 階
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t1S hl  

3 階 中 二 階

陣司
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111 . " ' 11 
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屋 階
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1 背 f長

2 玄 関

3  中 央 ホ ー ル

4. 銀 行 を み る

中 央 階 段

一 階 事 務 室



所 在 地

京都市下京区五条通高倉

地造及坪数

本 館 鉄 筋 コ ン タ リ ー ト

造三階ｾ 40 8 n  

附l I i l 家木造平家紅27坪

総 工 費 28，OJ O， 000円

工 期l 昭和28年 12月

昭和29年 9 月
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宿 直 室

細 菌 検 査 化 学 訳 験 室

所 長 室 7. 図 書 室

使 所 ー

1. 絡

予 診 室6. 5.  X 線 室

11. 倉 庫

16 作 業 夜 室

事 務 室

歯 科 室

事 務 室

使 所

使 丁 室

保 健 婦 宝

母性相議室
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0
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1

 

3. 客 溜

9. 気 胸 盆

14. 台 所

2.  消毒滅菌室

8  小児診療室

z

s

u

 

関

室

庫

置

玄

処

車

1

7

2

 

1

 

階

17 変 電 室

5. 相 荻 窪

11.  性病診察室

4  

10 

3  

.9  

-

6

ロ

階

階

2  

所使5. 栄 養 宝4. 室会3. 電話交換室2  
堂3  

1 階 I 2 階

3 階 | 展階

保健所 ( へルスセンター) とは，市民のより良 い健康の相談者であり ，より良い衛生の指噂者 である。そニにl主役所の臭味だけがあってはな らない L. 又病

院のみの臭気がた 1 よっていてもいけなL 、。 海然 とした独自の姿をもった，そしてパス に衆る安易 さと，グパートでの買物の様な気楽さとがあらわれたあた、

かL 、場所でなけれ; まならな L 、。五条保健所はニれが実現のため努力 した積 りである。

ニの按なコミュュテイ 構成のー機関であるニの積述牧は. すべてを鉄筋コンクリー ト造とすることが型まし いが，限られた段小の予算内で必要な笠IUI を情成

するためには. ー餌木造の附属置を設けなければならなかった L. 又充存な附帯設備を蹄すニ とも出来なかった。

この雄物は戦争中路行の疎開跡を整備した幅貝50米の五条通 りに面した敷地3ω 坪に建てられて. I l t 火処策帯の一端を担っている。

市民 との親しい接触を始める空間1: 1 : 玄関であり，二れがこ の磁の建物の生命を決定するものであると の確信をもって，少 しく 安沢な玄関の嶋成を試みた。 そ

して行政部門と診療部門の窓口をニれに連絡 させた。広トホールや客溜りは道路の延長であり，小公園のベンチであり たL 、と思っている。行政部門は大邸底伽i

としてー階に設け，診療際門の中絞を結核及びレントゲンと して. ホールに! t 近させ，その他を 2 階に，集会関係の防室を 3 階に配置した。広ト廊下はあくまで待

合室であり，展示室であって ， 単なる通路ではな ｌ 、。顧みて不満足な点が多々あり ，凡作 を 敢 えて御高覧に 供 する次 第 である。Ｈ京都市ｾ般向 営絡線 設晋 ｪＮ ｲ 事 Ｉ

7  

前

面

室

下

ル

室

持

階 会 議

階 廊

関 ホ

陪 営

長 室

饗

応

正

背

三

-

玄

三

一

助

1

2

3

4

5

6

7

 

-・・・・・・・E



用

建築設計の条件として，使用上の使宜，使用

目的に応じた機能の満足，光，熱音，湿気等

の生理的叉は心理的合理性の具備，造型と して

の美 しさ，構造上の強さ ，材斜選定の合目的性

等と共に経済性の大切な事は今夏取上げるも愚

かしい程の事: で、ある。いな，むしろ設計者にと

っては安い予算に しばられる事こそ最大の悩み

と云って も良いだろう。したがって，同一の建

物を相当安く出来る様に設計する人が現われた

ら，施主の喜びは一通りではないだろう のそれ

どころか，専門知識のない施主は建物が悪くて

も，安くさえあれば喜ぶ傾向がすこぶる強い

最近，この心理を悪用した設計業者の横行す

る事は誠に困った事だ。入札単価が安いだけ

に，議場が全国プラスタ ー塗の為に議事のでき

ない市庁舎が現れたり，北向の: 病室が寒くて困

るような円形病棟や，先般取上げられた円形校

舎 もこの 類である。この態度は羊頭向肉以上

に，建築界に寄主与を流すものといわねばなるま

( y )  

豆E
叫のE里I L¥ 

ん

ち

く

の

め

・

・

担

当

(

五

十

音

順

〉

・

・

小

川

正

・

西

山

卯

三

石

木と石と，木石と心なきことをいうなかれ。木は

われわれ日本人にとってうj ( : ，きものとともに親しい

ものであるのだ。 石は欧米の人々にとってパ γ と羊

毛に次いで近いものである。 木の心，石の言葉は

東洋と西洋との建築の形象，表現，そのかもし.;t.. ごす

雰囲気ときって もきれない ものだ。木，石の性状は

東西の人々の感覚に，伝統7こ大きな影響をもってい

るはずだ。 こころみに諸君，大工となってみた ま

え。ホゾをつくり ，ホゾ穴をうがってみるとそこに

道具は幽尺一本でよく何寸何分と L 、う数字的な木劉

が使利なことを感じるであろう 。さらに石工となっ

て原石の塊の前に座ってみたまえ。まず商を研り出

し墨をうてば，幾何学的作用が適切なことがわかろ

う。コ γ バスが必要となる。 ここでで‘ は無虚数が容易

にでてくる。 V

建築の美の探求にこれらの数学が用いられると開い

たと き ｅ筆軽強傭含もはなはだしいと恩つたが 。 ｾなが

ちそうでもないとい ま考えている。 とまれ，木と石

とはわれわれの寸法，比例感にも深い影響をもって

いるとはいえまし、か。 ( G )

と木

11 

戦後10年，漸く戦前の状態iこもどりつつある

とし、うのが，建築潤係図書の現況であるc 坂博

士の 「鉄筋コ γ グリ ー トの設計」は戦後 「数

程」の J uni or course として発刊され， 今 ま

た 「研究」の Adv ance course の発刊あり，

建築方面の鉄筋コ γ グリ { ト学の最高のものと

して技術者必読の ものであるの この寄i主戦前の

ものに数歩をすすめられた一例であるが，ほか

の分野を考えると戦前の状態を取りもどしつつ

あるといわざるを得ない。彰国社の 「建築学大

系J 36巻が完成す れば，戦前の 「高等建築学」

26巻を数歩進めた ものとなろう 。既刊の 「住居

論J r建築設備計画 j r模造設計法」の三冊を

見 るに，建築家として是非，備えるべきの譲籍

であることを感ぜしめられる。 この調子で全部

完成したならば，建築家の常識のレベルは一段

と向上するであろう 。憂するに 「早稲田の建築

講義J rプルスの建築講座J 「東学社の建築講

座」常盤議房の 「高建」 これらによって昭和中

頃迄の建築技術者はいか程教育されたか，わか

らぬ( 立であるので，今回の建築大系も 31年頃

迄に完成せられんことをいのるものであるC た

だ建築技術者の実質賃金が低下したので，これ

等の一冊が20才位の技術者の 1 日の給;併で買え

ず 2 日分， 3 日分を要することである。「高

建」は 1 日の日給で買い得られた。 この点から

いっても，戦前にもどる日の近からんことをの

ぞむものである。 ( ] )

建 築 関 係 図 書船

越

義

房

・

堀

建築芸術はだれのために?

松山に昨夏建築界の注目を引いた新建築が建つ

たの雑誌のア γ ケー トをみると， 54年度の傑作のー

として推している人が沢山ある。大胆なシヤー ν γ

のつかい方に人をアツといわせる斬新さがあること

ロ

甚

吉

・

横

は確だ。 ところがその最も誇としているシャ ーレγ

の故に，音響の点、で相当なやまされているらしい。

また物鐙といった場所が全然なく ，イスをしまうの

に最 も苦労をしている。素人が建物の下の柱だけの

吹抜きをあそばせておくのは惜しい，柱の間に膝を

尾

貫

・

・

け

ん

ち

く

の

め

つけて物置に図ったら万事O Kでないかと強く要望

義

しているが司これには設計者の T 助教授は無論，そ

の撚烈な支持者である県の営繕課長も孤軍奮斗，ガ

γ として反対して いるそうである。そんな事をした

ら，この建築の見せ所であり，深ェ γ な論理に由来

するピロテイの美しさがなくなるからだn さてこの

建築芸術の理解者と「素人共」とのくい違いは一体

「ノくイオ ニーアに失策はつ

きものだ」 というだけではすませぬ 「現代」の病根

が，そこにのぞけるように思える今 ( U )  

どこから来ているのか。
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プ レ ス ト レ ス ド コ ン ク リ ー ト の 設 計 坂 静 雄

1. P C 傷造はどういう場合に採用するか

我国に於けるプレストレスドコ γ グリ{ トは (PC)

Hoyer 法所諮鋼絃コ γ グリートにはじまったが， これ

はプレテシシヨ γ 法であり，既成部材の工場生産には適

するが構造物の現場施工には適せぬっ建物では床スラプ

ユニットを並べる程度の応用に限定され勝ちである 。不

幸なる出発であったと思う。英後 ｆｲ･ｹｳｳｾｮ･ｴ 法の導入

があって，所謂ポストテシシヨ γ 法が行われるようにな

って建襲物の骨組にも工事現場でプレストレスを導入し

得るようになり，依然応用範囲を拡大し，また将来の発

展が期待される 。現在では Freyssi net の特許権がゐ

らゆる 7 ・y ストレスドコ γ タリートを包括するので，限

られた業者だけが施工に当ることになっている 。 これ等

の業者は責任施工をするのであるが，多くの場合設計も

行っている。また特許権の管理者たる極東鋼絃コ γ クリ

ート振興会社は設計の需めに応じてし、る つ然し此の現状

では折角 P C構造の採用を有利とするものがあっても見

逃す場合が甚だ多く" P C  f . 誇造の発展上なほ遺憾とす

る。どうしても一般建築物の設計者側が P C構造をよく

理解し，用 うべきところに用いる心掛けと，設計と図面

仕様奮の作成は自らの手で行い P C業者に見積を提出き

せ，これを正しく査定出来るように持っていきたし、。

さて現在骨組にプレストレスを導入し得る段階に達し

ているとはいえ，ラーメ γ 構造に全面的に応用するのは

時機倫早である 。鉄筋コ γ F リ{ トの家屋への応用は初

期は床スラプに，床梁に限られ，家屋全体を側方コ γ グ

リ{ トとしたのは少くも数年おくれている。'P C精進も

其の通りで，現在床構造からラーメ γ へ踏み出したとこ

ろにある。 静定構造であれば p c 構造は極めて容易で

ある。不静定機造になると色んな面倒な問題が起るつあ

る部材にプレストレスを導入すれば必らず英の部材は縮

み且つ湾曲する。これを確り頭にスれておかなければな

らないの例えば現湯に無筋コ γ F リートの単層ー張間ラ

{ メ γ を作り，梁にプレストレスを導スすると梁は縮み

且つ湾曲する 。梁の縮みは柱に部材回転角を生じ柱にモ

ーメγ トが起る 。梁の. 曲は節点、に固定モーメ γ トを生

ずるからこれによっても柱に曲け内モーメγ トを生ずる。

柱が無筋であれば柱頂柱脚に亀裂を生じ，ラーメ γ で・な

くなる 。柱を鉄筋コ γ タリ{ トとすれば曲け.モーメ γ ト

に耐えられるが柱を曲げるに要する力は導入力から差引

かれるから梁に所定の プレストレスを入れ英語 くなる 。斯

様な困難な緊張材の入れ方や，施工の明瞭で段々と解決

されていて，簡単なラーメシてあれば既に実施して心配

のない階段に達している 。

ポストテ γ シヨ γ 型式では切れ切れに作った短い部材

lこ共通の緊張材を通して締め付け 1 本の長い部材に作る

ことも出来る。勿論目地モ J レタ J レを使用す るが早強セメ

γ トを使用すれば目地施工後三日位でプレス トレスの導

入が出来る 。斯様な寄せ集め部材がの継目なL イ 1 本の部

材と強度に於て何等の差がないことは多くの実験で証明

十 一 一二弓

初必 ＰＢ 入段着あＮｊ Ｎｦ 垂 ｾ

〆 ! J 長続着寸3 ←一一本主7貫吋屠4寸

ｅ ゑｾ告 ＱＳ Ｇ 伐

第 図

13 



ずみであり ，著者も太鼓判を押す。 部材をT 字形叉は十

字形に接続することも出来. つまりラーメシの節点を作

ることも可能である。外国では斯様なラ ーメ γ 構造が多

く実施されている。 第一図は簡単なラ { メγ の一例であ

って，柱は現揚打コシグリート でも ，既成部材を建てて

もよい。但し柱の中には緊張材を輸に包んで埋込む。

( 既成部材の時は鞘の代りに穴が還っていればよい。〉緊

張材は基礎の位置で革脅から出し，基礎内に碇着する ，第

一図では別に碇驚具を使用せずピアノ i線を曲げてボ γ ト

で碇着する場合が例示してある 。柱のコ γ F リートと緊

張材とは翰で絶縁されている 。一方梁は既にプレストレ

スを導入して長さが縮み密曲の起ったものを柱上にの

せ，柱の緊張材は梁を通し，梁の上国か ら緊張 し柱にプ

レストレスを与えると同時に柱と梁を結合する。此の方

法を用いれば，梁の縮みと 型車曲はラ ーメ γ に何等の妨げ

とならないの

P C構造は単位体積当りの単価は普通鉄筋コシグ リ {

トより高価となるのは止むを得ない。コ γ F リート は強

度 400- 500kg/ cm
2

のものを使用するから 1 m
8

当りの

セメ γ ト監は 500kg を主要するし， ピアノ i線も普通鋼に

比べると 5 倍位の高価で、ある。勿論コシグリート量及に

使用金が普返鉄筋 コγ F リートより少いから，構造物全

体としては P C構造を有利とする場合が起る。 P C部材

で短い ものを作ることは緊張材の碇芦が多くなり，また

切り棄てられる線材が多くなって単価をますものであ

る。これ等の事を勘案して現在P C構造の採用を有利 と

するのは次のような場合かと想像する。

1. 梁丈いに制限があって普返鉄筋コ γ グリート叉は

鉄骨構造では不利な場合

2. 張聞が大きい場合

3. 地盤が恵く建物の軽量化が基礎工費を大き く節約

する場合

4. 床階高が高く構造の型枠支柱に多大の経費を要す

る場合

P C梁の梁成と張聞の比は道路僑のように梁を柑接し

て並べる場合は1/30位であるが建築物のように梁相互の

間隔が大きいものは 1/20 位が普通である。経済張問の

大きさについてまだ資糾もないのが明確でないが，差し

あたり 10 - 20m のものを P C化するように心掛けた

い。小張聞のものは普透鉄筋 コγ タリートに比べて恐ら

く不利と思う。建設省型四階建アメ{ トのように規模の

小さい各戸が寄りあっているものなど特別に構造を改め

ないかぎり P Cは利益はなからうと考へる。オフイスピ

ル ヂ γ グにしても現在 の鉄筋コ γ グリ ートの性能に基い

て永年かかつて見当つけられた柱劉りになっている。こ

れをそのまl . P C化するのは寧ろ不都合で将来は P C構

造に最適な柱劉りが生じなければ P C構造が有利には使

へない。片廊下の学校教室のようなものも P C構造とす

14 

るならば外壁から外壁へー張聞の ラーメシとする方が有

利であらう 。要するに最初から P C向きの構造計画が出

来ていて P C構造とするこ とは有利であり，在来の鉄筋

コγ F リート向きの構造計画のところへ P C構造が割り

込もうとすれば不利である。

建築物は張間方向及び桁行方向のラ{ メ y から成立す

るのが一般である。桁行方向は多柱連続ラーメ γ となり

芙の長さも大きい。桁行全長に亘る緊張材をもって一挙

に締めつけるのは作業極めて簡単であるが，問題は梁の

縮みにある。 P C梁ではプレストレス導入と共に凡そ l

mにつき 0. 5 mm程度の縮みが起り グロ ープを考へると

1 mm以上となる 。桁行 5 0 mで‘ あれば両端の柱は柱頂が

導入と同時に 25: 2mm 自由に揺動するか，梁が往の上

で自由にとらなければ梁に所定のプレストレスはスらな

い。斯様な事情で張関連続ラーメ y の梁にプレストレス

を導入することは著者の知る範囲では前例がなし、。桁行

方向は普通鉄筋コ γ グリ ー トラ ーメν とするのが現在の

ところ行ひやすし、。

2 .  P C梁の概算大きさ

梁にプレストレスを導入する場合は荷重による弓 |張側

に最大圧縮初応力，荷重による圧縮側には附近の初t坊

を入れるのが経済的である。即ち第二図 A B C に示した

やうな初応力分布がよし、。ここに荷重が作用すると下側

は圧縮応力の減少，上側は圧縮応力の摺加となり ，第二

図 A D B の分布になる勺其の問の陰線部がつまり荷重に

。
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第 2  図

よる応力の分布である。つ まり荷重によっては全断面有

効な斎等性の梁と完〈同じ働きをする。 P C梁のコ γ グ

リートの許容応力は建設省の告示によると圧縮強度の%

E つ 180kg/c m
2

である。曲げモ ーメY ト許容応力の間

tこ』主

M= j S  ( 1)  

が成立する， j = 180kg/c m
2

短形断面 bx k では

S=bk
2

/ 6 であるから

M=30bk
2

与 36bd
2

(2)  

位となるぐ但し d は普通鉄筋コ y t/ リ{ トと比較する

ため d 与 0. 9k とした。 これを普通鉄筋コシグリ ート 梁

の断面の曲げ強を

M= Cbd
2  

( 3)  



に於ける C が10kg/c m
2

前後に比べれば P C梁が如何 3  般計上の各種の問題

に断面が小さくなるかの見当がつく。突際はコ γ グリ ー a) 導入初応カの損失の問題

トの筒旬及び収縮によって初緊張力もコ γ P リ{ ト応力 コγ グリートに初応力を導入する場合所定のカを入れ

も並走返するから，M = 30bh
2

は凡そ15%位過大である。 損ずることがある。これは模締め碇着の場合緊張材がと

一方コ γ F リートに亀裂を発生せぬ程度の引張応力を許 ることの影響が最も大でフレシネエ法では片側 3 mm程

せば M はなほ10% 位まし得る。 28 日強度 450kg/ cm
2

度の戻りを予期し，劉憎した緊張力を加える。とった後

程度のコ
γ

ダリートを使用するとして に所定の緊張力が残ることを期待したもので・ある。又曲

ル1= 25bh
2  

(4)  線状に緊張材を張る場合は摩鍍力が働いて緊張端を遠去

位の断面を予想しておけば精算によって臨調が著しく変 り方向変化が多くなるにつれて緊張材に実際iこ働く緊張

ることはない。 がが落ちてくる。それで曲線緊張材の時は両端7こヂヤツ

T 形梁では短形梁と同じ高さであれば断面の二次モー キを使用して緊張するのが原則である。それでも中央部

メγ トが大となり，叉重心位置が上に上るので有利であ は緊張力が所定に達しないからそれを見込んだ設計とす

る。梁成を短形梁に比べて 10%位は減少出来る。 るか，積極的に所定緊張力が会長に亘り作用するような

柱lこプレストレスを入れることはl 1 : l 裂防止の立場から 手段を講ずる。

は大して必要がない。叉柱は建物が水平力を受ける時正 折角入れた緊強力が時と共に滋退していく問題があ

の曲げモーメ γ トが同一断面に交互に起る。同一断面に り，これが構造では不問に附し得ないし， P C構造が20

正負の曲げモーメ γ トが作用する場合プレストレスを入 i l i : : : l 切の半頃から漸く実用矧に入ったこともこれと密、接の

れるとすれば断面にほ r 一様な丘つ低目の初圧縮応力を 関係がある。減退を起す原因は ( 1) コγ F リートの乾

生ずるように入れなければならない。即ち緊強力の合力 燥及び硬化による収縮 ( 2) コγ グリ ートの簡旬 (3)  

は柱断面の重心近くに作用させることとなる。ラ ー ;，l y 緊強材の応力緩和の 3 者であり，前 2 者がことに大きく

を作る場合に梁を柱頂に締めつけて阿脹合を作る場合に 影響する。通常の設計では緊張力の ( 1 ) - ( 3 ) によ

は柱にプレストレスを入れることが軍事喜な意義をもっハ る残存率を85% と見ているが，これは部材の大小，湿度

止との場合鉄骨トラスの据付けのようにア γ ヵーポールト 判滋によって異るものであり， コγ F リート及び緊張材

的に緊張材を用ひ梁を締めつける与も理論としては考へ の飽旬時間曲線，硬化収縮時間曲線が与えられると言句Z

られるが，短い繋政材にプレストレスを与え之を保持す によって正確に求められる。ドイツの P C規絡では理論

ることは，フレシネエ工法のやうな模止めの場合にはピ 的精算をすすめているが路J i : には第 1 表の減退応力を見

プノ i線にとりポ起るために国難でゐる。基礎と梁とを柱 込めばよいことになっている。精算に不倣れな人止はこ

を介して締め付ける構法の方が確実である。 れによってもよいと考える。

地震力が作用した場合にもむ裂を生じない程度にプレ

ストレスを入れるこ之( よ可能であるが，その場合tこは断

面が大となり，緊張材も多量に必要となるから甚だ不経

済となる。プレストレスの大きさに対しては固定荷重と

持続的に作用し勝な積載荷重に対して無亀裂に耐へる程

度を標準とする。時々起る最大限度の積戯荷重や，地震

，風の短期荷重の場合にはむ裂を予惣する設言 fとする。

共fj 様な荷重が除かれれば一旦発生した亀裂も完全に閉鎖

するから，耐久上の心配はない。

P C 梁の設計では亀裂荷重及び破援荷重も通常計算す

る。そして設計荷重に対するむ裂安全率，破壊安全率を

予想する内固定荷重と持続的にかかる積載荷量に対して

亀裂安全率は 1 以上とする。政援何電対む裂荷重の比は

通常 2 以上に設計するつ稀な程度の積載ィ; ; r 1 l i がかかり，

叉は短期荷量が作用( 破壊荷重の算定Jこは破壊的大地震

の民度を考へる， ｾｏ ち透常 ＰＮＲ よ り大〉 しても破壊荷重

以内であるように設計する。採用震度として基準法に示

された 0. 2 位をとるならば，地震時のコ γ グリートの最

大圧縮応力を長短合併応力に対する許容応力一長期の 2

倍一程度に押えることは必喪でゐるc

第一表 ドイ、ソ規定の略算用の緊張カの;浸透応力

(k g/m m
2

)  

コンクリー} の状態
初 期i 緊 張 力 が

ＸＰｫ ｧｊ ｭｭ ｾ 以下 旦生互主主盟主

水 中

湿 潤 状 態

外 気 中

乾 燥 し た 室 内

7  

2

7

2

 

1

1

2

 

‘
‘

，

b

Q

d

 

1

1

1

 

例えば初緊張応力 100kg/m m
2

で乾燥状態におれば

滋退応力22，残存応力 78kg/m m吉長期有効率 ( 残存応

力: 初緊張応、力) 78% となる。緊張材の応力蹴返l主主と

してコ γ クリ ー トの筒旬及収縮に原因するのであるが，

コγ グリ ート 応力と緊強材応力とは潟市こ平衡を保ってい

るので，原因と結果を逆にして宛も緊張力が蹴退するた

めにコ γ グリート初応力も減ずるというように扱う。以

上の長期有効率というのは時間が無限大になった時のこ

とであるが，初応力導入後あまり時を経ずに載荷がはじ

まるものであるから，誠荷直後の応力の検算には有限な

時聞に於ける残存率が問題となる。今
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η ( t)  有限時間 t に於ける緊猿力有効率

η m 長期有効率( 第一表から求める〉

内 コソ F リー トの筒旬特性

内 1 t  = t 1  (導スの時) 'I' t の値

m t = ∞ の 時 の 'I' t の値

とし， η ( t) を次式で求める

η (t)  =  1 ー ( 1 - 11m) なさロー ( 5 )  

" . テ' < 1

'I' t というのは筒旬特性といい， コγ グリートの弾性

歪 1 のもとに起る筒旬で時間と共に変る勺筆者は専ら

'I' t  = t/  ( 1. 5 + 0.  25t )  ( t は週数) (6)  

なる王えを用いている。( 5 ) 式の表す有効率は 1 = /
1

の時

η (1)  =  1  1  = ∞ の時可 (/) = 可m となる。

コγ グリ ート に起る初応力は偏心匹織力 〈緊張力 P が

偏心 e を持って作用〉を受ける材として計1 : r する

( P  Pe ¥ 

σ。= η (州五+ 万Y )  ( 7 )  

緊張力を導入すると材は反り上り支柱から浮き上る，

Ji! Pち自重が同時に外力として作用する。 P C梁では梁

成: 夜間が小であるから自重応力は無視出来ない。 M d

を自重による応カとしこれを追加する

f  P  Pe  ¥.  M ， 

σ。=η (t) ¥A o + I : Y ) +':':Io' y ( 8 )  

P は圧縮カを正，M .  ( 主下側引張りをJE，y， e  ( 土童心

軸よりよへE とする。通常 e は負値になるよう緊張合力

の位置を検定する。

(b)  載荷応カの組合せ

導入後 1= らの時載荷がはじまるc 政荷により上側は

圧縮カの憎大，下側は初応力の減少，緊張材応力の若干の

増加を来す。裁荷によるコ γ グリ ー トの応力は初応力と

同じ位の大きさであるから，裁荷による応力もコ γ グリ

ート の筒包によって変化する。それを考えないのは片手

薄である初応力は内力でコ γ P リート応力が滋ずれば緊

強材応力も滅ずる。載荷による応力は外力によるもので

あるからコ γ P リート応力が減ずれば緊強材! 応力は増加

する。 外力による曲げモーメ γ トを MII とすると載荷

当初はコ γ F リート断面の負担するモー メγ トが MoI I

緊猿材の負担モーメシトが M. II でコ γ F リートの筒旬

により，と M. II の割合だけが (M. Il +MoI I  =MI I 一

定) 変化する。此の割り振りは夫々の断濁の二次モーメ

シトに比例し，割り振りの変化は更に筒旬特性的に関

イ系する 。

K . ， K .  コγ グリート及緊張材断面の二次モーメ

γ ト (便宜上コ γ クリート重心軸に対する

ものとする〕

β = K . / ( K. +Ko)  ( 9 )  

ｾＲＨ ｴ Ｉ＠ =  1ーβ ( 'I' t - 'I' t2) ( 10)  

とすると t = らに載荷された場合 t> ら に対し，コ γ

クリ{ トの負担するモ ーメγ トは

16 

MoI l = (1ー β) M1I  ｾＲＨｴＩ＠ (11)  

となる。ら (t) はコ γ グリ ー ト応力の残存率で，初応力

に於ける η ( t) と同じ意味のものである 。 (8) 式に於て

は自室応力に対して応力残存率を用ひなかったが織の内

にセメ γ ト注スをほどこしてボ γ ドが作用する状態にな

っていれば，

ｾｬ Ｈ ｴ Ｉ＠ = 1ー β ( '1' t  - ' 1'  n )  ( 12)  

を掛けるのが正しい，此等の考えのもとに初応力， 自

重，荷重三者の組合せ応力をかくと

( P  Pe ¥ . ， M d  

σ。=η ( t) ¥A o  + τ Y ) +  と ｬ Ｈ ｴ Ｉ ニ ｉ ｾｾ y  

+ ( 1ー仇 (/)誓Y ( 13)  

となる。これが P C梁の コγ F リ{ ト応力を求める基本

式である。応力検算を目的とする時機毎に必要な項を取

捨し，且つ η (t) ，W) の値を入れればよい。緊張材応

力 は普通験 ｾｴ の要がないから省略 した 。

( c i 断 面 の 決 定

コγ グリ ー ト断面緊張合力の位置と大きさが判ってい

れば ( 13) 式を活用 して梁の上側及下側のコ γ P リ{ ト

応力を如何なる 1 の時に対しても計算される. 其の応力

が如何なる時期にもコ γ F ロート の許容応力を超過しな

いことが確められればよい。応カが許容限度を越し勝と

なるのは初応力導入直後，戦荷直後及び t =∞で飼旬及

収縮が極{ 直に達した時の三j切であるつ

断面の決定としては許容応力と荷重による曲げモーメ

γ トだけが与へられ，断面の形，大きさ. 緊張材の大き

さと配置，緊張力の大きさを，如何なる時にもコ γ グリ

ー ト応力が許容応力を越さぬように決定しなければなら

ない。その方針で断面決定に用いる式も既に色々工夫さ

れているが省略するつただ簡単に断面を決めようと恩へ

ば無筋コ γ グリ ートの取扱いとし 11'，式に長期有効率

を併せ考へ

S = MI I /11m! o 1'14)  

で 5 を求める。丁形断面では 5 は二つの値があるから

其の中の小さい方を採る。この S に適する断面の形状と

大きさを決め， 自重による曲げモ ー メγ ト M ィも算出

する。そこで

MI I 2  

一 一 二 二 一 主= M" ( 15)  
一 η m kー

で Pe を求めるつE は上辺から重心軸迄の距離， k  ( 土梁

の高さである ，P を与へれば e が，叉 e を与へれ( ま P

が決るから， 初応力と M d による応力の絵合せが上辺

及び下辺で許容応力を超過せぬようにを決定する。

以上に述べた方法もなほ概算のきまを脱しない，それで

断面と緊張力が決ったら ( 13) 式に基いて種々な t に対

して応力 検ｾを行うのが正しい 。 此の験算が煩はしけれ

ばもっと面倒な断面決定式を最初から用いる内



( d) 部 材 の 決 定 に近いほど大きいと援みは少く脆性破量産となる。普通緊

部 ｍ の設計は各断面に於て Ｈ ＱＳ Ｉ 式で求めた応力が ｾ￭ ・ 猿応力は破断強度のメイ立であるから相当の疑みもあり中

容応力を超過せぬことを必要とする。部材は等高である 腐を得た設計となる。

必要はないが，等高梁でいへば初応力モ{ メ γ ト Pe の (  g ) 拐 断 繍 強

分布. M " の分布. MI I の分布が相似形であれば最大モ P C採では車血圧があるので斜張力の大きさが普通鉄筋

ｾ［Ｉγ トの臨調で初応力の下にＮｊｬ つ敵前のもと にコ γ コγ グリートに比べ甚だ小となり繋筋を入れる必要がな

グリ{ ト応力が許容応力を超j箇せぬように断面が決めて い。叉T 形や I 形の断面も有利に用ひられる，但し設計

あれば他のＱｭ函は験ｾの要 ｬ まないの由主泉緊生長材だけを用 に当つては曲げ破援に先立ち勇断破主主が起らないことの

ひる時は. Pe. M . .  MI I の分布が相似形でないから注 験算は必要で，不足の場合は補強を要する。此の場合曲

意を主要する。叉止tの場合1' 1 支端上で M ，= 0 となる単梁 線緊張Jイが使用してあれば其の垂直分力は梁の努断力の

では仮令中央断簡で( 初応力) +  ( 白i l l J 応; 力) の下にコ 一部と釣合うから補強をやめ叉は軽減し得る。

γ タリート応力が安全であっても，支端上では許容応力 ( h ) 局 部 補 強

を超過する。初応力モ{ メ γ トと M : とは符号が反対 緊浪材' を梁端に碇治するとコ γ グリ ー トに局部的圧縮

であるためである。 を生じ能活対日に近いところは材車ul と直角に引躍り応力を

最大モーメ γ トの断面以外の各断面では許容応力を超 主主じ，割り裂かれるおそれがある。了皮鉄筋コ γ F リー

過せね条件から見ると多く緊政材の位置は上下になほ余 卜鮫の設5" ・の場合と同様な現象である。此の割り裂きが

裕がゐる，此の範囲を材車ul 方向に連ねたものをケープツレ 起らぬように補強する。

ゾ{ γ といっている，つまりケ{ プルゾー γ 中に緊張合 4  終 リ に の ぞ み

力があればコ y !l リート応力の験算は不用である。 以上略述したように梁の P C設計は

(e)  破媛モーメント ( a ) 与へられた荷震のもとに断固の形と大きさ，緊

緊張材は高価であるから緊張材が破断応力に達する以 張材の位置と緊張力の決定

前にコ γ F リー トが圧成するような設計は普遜行はな ( b ) 各断固に於け る応力のE錨草，または緊張合力が

い。それで鉄筋コ y !l リートでいへば鉄筋の降伏で梁の ケ{ プノレゾー γ 内にあることの保証

強度が決る範囲に入る。 P C梁の破援モーメ γ トは臨調 ( c ) 匂裂荷E の縫定と亀裂安全率の決定

が与へられていれば緊張材の破断強度内コ γ タリート ( d ) 破援モ ーノ γ トの算出と破壊安全率の決定

張度 内 で決り ，初応力の大きさは関係がなL 、c (  e ) 曲げ破i裂に先立ち勇断破壊の起らぬ保証

中立車ul

A.  σs 

抱 = - b " b  

( 16)  

破壊モーメ γ ト Mh=A. " .  Ｈ ､Ｍ［ｾ ，， Ｉ＠ (17)  

即ちコ γ タリート応力の短形分布を考へた塑性強度式

が其の健使用される c

(  f ) 繍 み

亀裂荷重はコ ! /! l リート初応力の大小で決り ，亀裂荷

重以内では荷主宇と湊みの関係は普溢弾性体に対して与へ

られた公式で求められる，亀裂荷重以後は5 1 i l 性範囲とは

箸しく具った荷重一段み曲線となり，これを理論的Iこ求

めることが出来るが省略する。緊張材応力の大小は前述

の如く破壊モーメシトには関係がないが，破擦に至る迄

の擦みの総量には甚だ影響が大きい。初緊張刀が小であ

ると擦みが大きく籾性破壊となり，初緊張力が破断強度

( f ) 碇活端其の他コ γ グリ ー トが局部強圧を受ける

場所の補強

の段階を踏んで完了する。なほ 1 に述べたように現在で

は P C構造1' 1 普速鉄筋コ γ グリ ー ト工事に混用されるこ

とが多く. P C業者は綜合請負のもとに剖扮請負を行う

ものであるから，建築工事が順当に進行する ために必要

な手段は P C設計者が予め設計に折り込んでおかなけれ

ばならない。

本論1 . 2 は設計計画を業とする方々に積んで頂きた

い希望をも って ｱ ｾ いた 。 また Ｓ は構造言移存者向きに ｐｃ

設計の筋道だけを示した。詳しい事は著者の近著「鉄筋

コγ タリ ー トの研究J ｾ産業図書 出 版Ｉ第六主主プレスト

レストコン グリ ートを参照せられたい内

( 筆 者 京 都 大 学 教 授〉
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ピ ア ノ 線 に つ い て

1. は し が き

近頃急速に実用化し始めたプリストレスト ・コ: /! I リ

{ トに，ピアノ i線等の高抗張力鋼線が利用される様にな

り銅線の用途に新分野が拓かれると共にこの工法に適し

た銅線の製造が必要となった。

筆者は従来ピアノ線の製造に従事して来，叉最近プリ

スト レスト ・コγ グリ ー トの研究にも携っているのでプ

リストレス ト・ コγ グリ ート用銅線に就いて何か書いて

みたいと兼々考えていた。本文が業界の為何 らかの参考

になれば幸である。

2. ブリストレスト・コンクリート用錨線の性絡

元来プリストレスト ・コソ グリ { トはその初期にフレ

y シネ等が，当時発達して来た高抗張力銅線を高強度の

コγ グリ ー トと共に利用した為に，はじめて技術的に成

功したのであって，これは銅線に高い応力を与へ得た為

に弾性歪が大となり ，コ :/! !リ ート の乾燥収縮やグリ ー

プに依る初応力の減少を実用上差支へない値に抑へられ

たからである。この様? こ抗張力の高いことは単に経済上

ばか りではなく技術上根本的に必要な事である。

しかもこの抗張力を極度に利用する為に緊張応力は抗

張力の 7 割内外にも達する高いもので，且つ常時緊張さ

れた鐙で使はれるのであるから F リープに依る応力弛援

が機能上重大な問題となる。

この様な性格は機械ばねとかワイヤロ - 7・等の場合と

は全く様子が異ってピアノの絃によく似たものである。

3. ピ ア ノ 線

ピアノ線はもともとピアノの絃に使われたのでその名

があるが，普通には高級機械ばねに主として使はれ. J  

1  S に規格が定められている。炭素量O. ＶＰｾ ＱＮ＠ 0 5 %の炭

素鎖線でおって，事 l抜加工硬化に依り高い強度を得て居

り、叉脆化を避ける為に素材から充分吟味され、p. S. Cu

等の極めて少い高品位のものである。これとよく似たも

のに硬銅線と云ふ品質の低いものがある。これらの製造

方法は，銑鉄，暦鉄，鉄鉱石等を平炉，電気炉等で熔解

して適当な化学成分とし，型に鋳込んで鋼塊として不良

部分を充分除いてから加熱し，熱聞でローノレ圧延して線

材とする。次にこの隷材にバテ γ テイ γ グという熱処理

を施し更に酸洗コ ーテイシグ等の処理をしてから〆イス

を通して冷間で引抜き所定の寸法に仕上げると共に，塑

性加工硬化に依って高い抗張力とするのである。バテ

シテイシグとは鋼の A s 変態点よりや与高い温度から

500
0

C 内外の鉛槽に焼入れる一種の恒温変態であって，

一部のパネ材にも利用されるがこれに依って非常に加工

性に富んだソルパイ ト組織が得られる。加工硬化によっ

て非常に高い強度を得ている点がピアノ線の著しい特徴

18 
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であって，加工度を適当に調節 して所定の機械的性質を

得るのである。

プリストレスト ・コγ F リート用緊張材としては， こ

のピアノ線が最も広く実用され，諸外国の例を見ると 1

- 7 m mゃ のピアノ i線 4 号内外に相当する極めて強度の

高いものが使はれている。第一表にプレストコシグリ {

ト用ピ アノ i線規格の一例を示す。

r luA与| 抗告 |内伸び lニ日仏|

:: 12ャ| :; ヶ|;;ヶ I 4  I  5 m m  
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170 • 2. 5  I  4  

165 • 3. 0 • 

5. 0 I  16 5 "  140 "  I  4. 5 "  I  3  I  10  

リラクゼ - < 1 ヨン試験

初張力は降伏点強度の 85% とし 10時間後のリラクゼー ν ヨンが

3，5 %以下。

4. オイル・テンペード・ワイヤー

高抗張力銅線と しては ピアノ i線の他に，オイノレテ γ パ

{ ド ・ワイヤ{ があり ，これはピアノ i線と違って焼ス焼

戻に依って調質したものである。日本では太いものは殆

んど作られていないが欧米ではばね材として広く使はれ

て居り，プリストレスト ・コγ グリートにも応用される

様になった。

炭素盈0. 50- 0. 8 0 %の炭素銅線で，熱処理を安定にす

る為に M! j が 1 %位のや L 高いものもある。製造工程

はピアノ i線とほぼ同一で引抜に依って所定の寸法にして

から焼入焼戻を行って硬くする。ピアノ i線に比較して一

般に拡張力は低く ，ピアノ線の 2 号程度であるが，直線

状態で熱処理する為幽り癖がなく，残留応力が少い為か

応力一歪線図が直線的で降伏比が高い。ピアノ i線では充

分の加工度を要するので太いものは素材の製造上難し

く，叉抗張力も低いが，オイノレ ・テシバ ード・ ワイヤー

ではその様な制限がないので太い場合に有利である。烈

処理前軟くしてデイプオ{ ムド ・ワイヤ{ とすればかな

り自由に成型出来，その后に燐入焼戻して硬くすれば容

易にデイブオームド ・ワイヤ { が得られる。

5. 其の他の緊張材

プリストレスト ・コγ グリ{ トの進歩と共に緊張材も

種々使はれる様になった。直径1 5 - 3 0 mm中位の低合金

銅の高抗張力鋼俸が弼虫等で使用され国内でも試作され

ている。S i - Mn 系が多く熱問圧延の億のものや泊焼入

焼戻 したもの，或はメテ γ テイ γ グしたものもゐる。抗

張力100kg/m m
2

内外でや与低いが，取扱ひの便，確実

なこと ，ま秀等の怖れの無い事等利点が多く将来極めて有
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第 1図 同ーの枠に同じ試料及測定機が二個並列に取付けてあり. 一方は規定の緊張力を掛け，一方は試料が夕日ープしない程度の応力で緊張し

ておく，後者の張力計の続みによって熱膨張等による零点の移動の補正を行う。

張力計にはI t . 料の数倍 の径の ピアノ線を使用 L . その応力はクリープを起きね様充分低く とってあり，その弾性仲を霊計により測定して

張力に換算する。

試料長は端止めのた り，張力計の弾性歪等が影響せぬ程度に長く してある。

望な材料である 。端止め，接手等はねじに依って居り ，リ

ーマツコールの様にねぢ部の強度低下を補ふベく工夫し

たもの，或はねぢを転遣に依って作ったもの等もある。

巾 1 6 mm厚 1. 2 mmの帯銅を試用した例もある。これ

はばね鏑で焼入焼戻により 150kg/m m
2

の抗張力を得て

居り ， コ
γ

グリ ート とのボ
γ

ドを利用出来る。これらの

材粉については詳しい事は省略したし、。

6.  リラクゼーシヨン

緊張した銅線の護を一定に保った優で，応力が時間と

共に減少する現象がリラタゼ{ シヨシであり，反対に応

力一定で歪の変化するのを F リ{ プという。これらは銅

の塑性の為に起るもので本質的には同じであり共にグリ

ープと呼ばれることもある 。

コγ グリートの初応力の滋少は剣のグリ{ プばかりで

なく，端止めのとりや変形或はコ γ タリートの収縮や F

リー 7・に依つでも起りその割合は場合に依って異るが一

般に鏑線のグリ { プによる損失は全損失の% 内外であ

る。

リラクゼーシヨ γ の測定はグリ{ プと違って難しく，

余り行はれない。研究的には横自然振動主主から張力を求

める例もあり ，叉筆者は電儀的に強制振動させ共鳴振動

数を測定する装置を考案中である。簡単にはグリ{ プ試

験機で試料の歪が一定になる様に重鐙を減ずる方法，豆Z

はグリ{ フ・しない変形の少い張力計で直接張力を測定す

る事も 出来る。筆者は差当りこの方法で簡単にリラグゼ

ーシ ヨγ を測定している。装置及実験例を第 1 図に示す。

ピアノ i線のリラグゼーシヨ γ は抗張力の20- 30% の緊

張応力では殆んど認められず. 7 0 %位では100- 10000時

間後 5 %内外であって，時間車由を対数としたセミログ図

ではほど直現に乗るが余り短時間の測定を長時間に延長

して考へることは間違を起し易い。オイノレ ・テ γ バード

ワイヤ ーでは緊張力の低い時にはピアノ i線より秀れてい

るが，高い時にはかなり悪< . 叉ピア ノ線を低温焼鈍 し

たものも同じ様な傾向を示すことが認められている。叉

一般に穀拠理した銅線は初期には良いが長時間後には逆

に悪化する様である。

ストレツチシグと君主して，緊猿力より 1 劉位高い力で

予め緊張し数分保持してから，所定の緊張力に戻して固

定する方法があり ， この操作で特にリラグゼーγ ョγ が

著しく改善されることがマ ニユエノレ等に依って述べられ

ている。しかし或る実験ではストレツチ シグに依りリラ

ツF スが一時停止するのみであると考へられて居る。ょ

く似た方法に主主巻ばねのへたりを滋少する為のセツテイ

γ グという方法がある 。 リラグゼ{ ジヨシの本質はまだ

まだよく判らぬ点が多く，落着いて研究してみたい。

7. 低 温 焼 鈍

ピアノ i線を再結品温度以下で加熱することを低温焼容

と事訴しばねでは 400
0

C 近くで 行はれ， 応力一 歪線図

が直強的になり降伏点. { 申，疲労限等が向上する。これ

は残留応力の減少の為 と考えられている。叉250

0

C 附 近

では抗張力はあがるが著 しく脆化する。 これは錦中の窒

素化合物の析出の為と考へられて居り，青要事脆性 と呼ば

れ切損の原因となる 。 プリストレスト ・ コγ F リート

用の時には. { 申及降伏点を改善する為に利用されてい

るが，前に述べた様に長時間後のリラグゼーシ ヨγ が悪

化し， 叉高応力の時も著しく悪くなるのである。降伏

点はプリス トレス ト・コ γ グリートの場合には余り重要

な性質ではなく，緊張応力が降伏点を超したとしても，

その緊張自体の為に銅線の降伏点は上昇してしまうので

あって原線の降伏点の値は大きな意味はない。一方伸は

一種の粘さを表す値で，端止め等に依る不時の破断を起

さぬ為に粘さが必要であるが，更にコ y グリ ー トが破壊
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第 2 図 仲 A. B. C に銅線を緊長して張り ，コン クリ ート を打込み.

2 mmφ m笠宮庁あ( 徒鯖)J
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する時鋼源が先に破断する危険を避ける為に伸そのもの

の値が 3 - 4 %程度必要がある。これは銅線の破断前に

充分伸びないとコソグリ ー ト桁の圧縮部分が充分小にな

らぬからである。低温J焼鈍に依って伸が大きくなること

は良いが， リラ F ゼーシヨ γ が相当悪化するので，場合

に依って侠震な検討を要する。

400
0

C 以上の加熱では一般に再結晶をはじめて抗張力

は著しく低下する。これはプリストレスト ・コγ グリー

トの耐火性と関連するが構造上の問題であり詳しく述べ

ることは止める。

8. ポ ン ド

プリテシシヨニ γ グ ・γ ステ ムはホイヤ ーに依って発

展したものでこの場合はコ γ F リートと 銅線のポ γ ドが

重要な機能を受持つこ とになる。しかしポ γ ドに関する

ホイヤーの解析は不完全で突際とかなり隔りがあるし.

英の他種々研究もされているがポソドの概念は未だ明確

ではなし 、。ACI 誌のジヤ ニイの報告は詳しい笑験に依

って，ボ γ ドをプリストレ ス・ト ラγ スブア ・ポ γ ドと

フレグシユラノレ ・ポ γ ドに区別し，立入った考察を行つ

20 

硬化後 A を弛めて下にさげれば. A B 問の鎖線の張力が下る。

A B及 B qOの鍍線の張力差が大になれば コン クリ ート内の銅

線がた り. B C聞の張力も降るその時の張力差が館総とコンクリ

ート間のポンドに相当する。

D.  E  11霊針でこれにより夫々 AB. BC問の錦線の張力を知る。

80nd  S !  ress ' " 骨串

iO 

て居り興味深い。

^  I  d  

三 A l A A A  

ｅ 斗］二ｾ

凸 1 ム A

} < }  I  

f 回 線 ん や (j t !l<l) I  

こ・I E; &J ゐ吟

プリストレスト ・コ; / ! J リートのボ γ ドを測定す・るに

は鉄筋の場合の様7こ引抜試験に依って簡単にやれず多少

工夫を要する。これは埋込んだ銅線が緊張を弛められる

と埋込長が短かければ直ちにとってしまうし長ければ引

抜けなし、からである。コ ; / ! J リート表面に歪言十を取付け

コγ F リートの歪からボ Y ドを推定する方法が簡単で実

際に近い。歪計としては抵抗議歪計が便利である。筆者

の行ったボ γ ド測定法及びこれに依る円型断商及デイア

オームドワイヤーのボ γ ドの相違，初応力をコ γ グリ{

トに伝へるボ γ ド・ストレストの分布等の測定例を第 2

図に示す。

ポ γ ドを利用するには銅線の太いものは使えず円型断

面では 3 mm中以下で，それ以上はデイフオームド・ワイ

ヤーにする必要があるが，ピアノ i線は鉄筋と違い磁いの

で自由な変形は難しく ，脆化や応力集中，或いはリラ F

ゼーシヨ γ に注意しなければならない。凹痕をつけたイ

γ デ γ テイド ・ワイヤ ーは変形に無理がなく製作も楽

で，ボ γ ドもかなり良L 、c



鎖線の表面状態は勿論ポ γ ドに非常に影響し引抜潤滑

剤，コシグリ ー ト離型到l等の附着は極めて危険であ る。

一般に発誘さ せて使って居りこれは相当に効果がゐる。

銅線にサ γ ドプラ ス トしたものは均一な粗面と な り有機

物も除かれ ポ γ ドは極めて良好であった。

細い銅線を高応力でま毒びさせて使ふことは耐久性の段、

で難点があるので，ボ ν ドも良く防銃性も; t ; ，る銅線のコ

ーテイ γ グを工夫するのが良いと思う 。

9. 鋪 止 め

ポストテシシヨニシグ‘ 方式に高抗張力銅線が使われる

様になってから，非常に多くの端止め法が工夫されて来

た，とにかく高抗張力銅線を簡単確実に碇着するのは何

でもない様でイ中々難 しい。 端止めとしては， 簡単確実

で，とりが少く耐久力があり，安価なこと ，大きさの制

限等が望まれ，場合に依り緊張し直せることも必要であ

る。模を利用したものが広く使われているが固定時にと

りが伴う。ブレツ シネのものは艇もケ { スもコ γ グリ ー

トで作られケースは銅線を巻いて補強し， 〆ァツレアク

テイ γ グジャッキで模を圧入するものでうまく出来てい

る。マニユエノレの方式も銅製の模である。

ドイツの P Z 方式は特殊鋼俸の周囲にリ γ グ状の撲で

鏑幌東を予め止めたもので緊張后剣障をねぢでコ γ ダリ

ー トに止める。

スイスの B ・B' R システムは銅線端を鋲頭の様にヘツ

デイγ グして止め る。これは移動用ヘツデイ γ グ機fこ依

り現場で行っている。米国でもよく似たヘッドワイヤ ー

が作られている。筆者も 5 mm中の 4 号ピアノ線をヘツデ

イγ グして見たが，成型は出来るが叩く時銅線をとらぬ

様に姻むのが難しい。

丸俸に鎖線東をJ包きつけ，その上にリ γ グを依めて ，

このリングをユェヂ y ク叉は引抜等によって締付けて止

める方法がドイツで発表さ れている。

筆者は銅線端部に鉄バイ 7・を桜め， 押抜きに依って締

付けてヘッ ドを作る方法を試験している。 第 3図に試作

第 3 図il 手前 It 鏑線東しと

て利用する場合奥 の 3

本は単線と して使用す

る場合

品を示す。端部はデイフオ ーム ド・ワイヤ ーの様に成型

してあり実験した所ではとる怖れはない。プリテ γ シヨ

ニシ グ ・システムで銅線を多数一度に緊張してアパッ ト

に止めるのに利用したい と思っているが，ポストテ γ ジ

ョγ 用ケ{ プノレにも使える。

ワイヤーロープの端止めは従来からいろいろあるが，

コγ F リート用には鋳込ヘッド，51抜ソケッ ト等が使は

れ，叉鋳込ヘッドに亙鉛等を鋳込む代りに，セ メY トモ

ノレタノレをつめる方法も行 われた。

10. あ と が き

本稲作成の為試験研究と資料蒐集に携った当社研究 部

の阿部賢一郎君に謝意を表する。( 筆者 金井重工業KK)

帯広

|一武智 式 鉄 筋 混 凝 土 杭 基 礎 工一一一一 l  

特 許 ! 日信三角型鉄筋混凝土杭基礎工 |  

善問普及ピ防潮

上、 盛土地待

に於ける実践表

進呈

lー コγ ポジツト 、バイノレ( 長尺繰 杭) 基礎工ー|

測量 ・地質調査 ・地耐力測定施工

特 砂 利 充 援 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支持力強大。工事迅速。工費低廉

株 式 会 社 武 智 エ 務

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長堀塾通四丁目ーO 細野ピノレ三六号

電話新町田九九五~九九 八番

所
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コ ン ク リ ト 簡 易 試 験 法 奥 島 正

コγ F リートを破壊する事なくその強さをJ雀廷する方

法を無破壊試験法という。この方法によると突際の構造

物を，たとへ一部分たりとも破壊する事なしにその強度

を推定しうるから，これによって型枠及び支柱の除去期

の判定或ひは部材各部分のコ γ F リートの均一性の検査

が可能となり，叉コ Y !I リ戸ト打込み時に採取した標準

試験体の試験値に疑問を生じた時に突際の縫造物につい

てそのコ Y !l Y ート強度を推定しうる使宜がある。コ γ

ダリートの無破壊試験法には機械的方法と音響的方法と

がある。前者はコ γ グリ F ト表面の硬さの測定によって

その強さを推定する方法，後者はコ γ タリートの弾性係

数の測定によりその強さを准定する方法である。前者は

後者に比し測定器具に簡単なるものが多く，従って機械

的方法はかなり以前からー，二試みられていた。これに

対し音響的方法はここ数年以前から各国に於てその研

究前盛となったものであって，機械的方法に比し檎々

その器具が複雑化する。今回はこれら二方法の中比較

的若器具の簡単な機械的方法のみについて述べることとす

る。

上述の如く機械的方法はコン グリート表面の硬さを測

定する方法であるから，コ γ グリート内部iこ存在する欠

陥はこれを知る事は出来ない。現在行っている機械的方

法は予め突験室内で充分打込まれた試験体についてその

表面の硬さとその圧縮強さとの相関々係を求めておき，

この関係を用いて硬さの測定値から強さを縫定しよコと

するのである。従って現場のコ γ F リートも充分打込ま

1.  18;一一一

務 1 図

n  

れた場合にのみ，これから記述する相関関係が1 i Y . . : s r . する

ものと考へねばならない。叉現在の所ではこれらの相関

々係は普通現揚で用いられる程度の施工軟度，水比をも

つものについて求められたもので為るから，軽量骨材を

用いたもの，極めて夜練りで内部に大なる空隙が生じて

いる恐れのあるもの，凍結したもの，或ひは亀裂の入っ

たもの等に対しては適用する事は出来ない事に注意すべ

きである。

さて機械的方法にはその表面硬さ測定法として次の三

種がある。

( 1) コγ グリート表面に埋込んだ金属棒を引抜くに要

する力の大さよりコ γ F リート圧縮強さを推定する

方法。

(2) コY !I リート表面の反緩力の大さよりコ γ P リ{

ト圧縮強さを推定する方法。

(3) コγ タリート表面に生ずる凹みの大さよりコ γ p

! i . - ト圧縮強さを准定する方法。

以下各項について説明しよう。

(1) コンクリート表面に寝込んだ金属俸を引抜くに要

するカの大きさよりコンクリート圧縮強さを推定する方

法

この方法による場合の器械として第 1図の如きものが

ある。 第 2 図はその写真である。これを用いるにはコ γ

グリ ー ト圧縮強さを知ろうと思う箇所に於てコ γ F リ{

ト打込み時と同時に普通の丸釘を埋込んでおき ，適当な

材l輸の時に本署封戒によって釘を引抜いて，その引抜きに

第 2 図

1. トジ 2. } ，トジ 3  ビーム

4. ハ ン ド ル 5. インヂケ - j I ー

6. フレーム 7. チヤ Y クカム

8. カムアマ， 9. 試験片 10. コンークリト
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第 3 図

要する力の大さを測定するので、為る。コ γ P リ{ ト圧淵

強さと 51抜き力との関係を突験した一例を掲げよう。 第

3 図，第 4 図はコ γ クリ{ トスラプ( 調合比 1: 2: 4 ) に四

寸釘を失々埋込み深さ 4 c m，3 c mとしてコ γ クリ戸ト表

面に室長直に埋込んだ時の引抜きカ P と，スラプと同時に

作製したコ γ グリ { ト 標準試験の圧縮強さ σ。との関係

を示したもので，同図中の曲線上の各点に記スされた日

数は釘を引妓いた時のコ γ タリ ー トの材俄である。叉図

には P とσo との関係を示す突験式も記スしてゐる 。 コ

シグリ{ トに埋込まれる深さが大なる程針の引後き に要

する力が大となり，従って材齢が五日乃至七日に及ぶと

釘が引抜かれる迄に釘自身が引張破断するから釘を余り

深く埋込んではいけない。第 3 図，第 4 図を比較すると

釘の埋込深さは 4 c mよりも 3 cmの方がよさそうに思は

れる。

この器械による時は材齢の小なる時に測定 しなければ

ならないからコ γ グリ { ト の 2 8 日強さを知らうとする

時 は 3 日 7 日強さから推定 L なければならない不便が

ある。

丸釘を用いる代りに或る特定の形状をした金属俸を用

いてもよい。こ れは V ol f-Gershberg 両氏が発案したも

ので両氏は第 5 図の如き球根付きの円障を用いているが

我国では京大の坂博士がこれを改良して第 6 図) に記入し

た形状の円俸を用いてその引抜き力とコ γ グリート庄縮

強さとの関係を求め，これを次式で表はされた。

1  ) 日本材料試験協会コン クリート 委貝会資料 28年12月

2  ) 坂静雄，鉄筋コンクリ ートの設計

、0 0

。

二00

司 100

3幸

作

ｾ＠
&¥ 0  

rm 
一民

2200 

Ｎｾ＠

Z/00 

忌

σｾ＠ ｾ＠
o  

(お2 0 0

I UO 

第 5 図

1. '笥

' j， 

]  
寸寸 I I  I  !  

寸一
， 

ｰ ｾ 盟
T  

」

;ー←
" ，j  _. 

ード← - 」一

回:

v  

[tH .  
トつ 3

， 

"  ， 

lー っ- d
百

i  /y'1'  

l切

二段

。.  

'  
a瞳 J 盟，

側出

車ミJ

t f"":.立; 悼! l C ，{Y.，o〆一一

第 6 図

23 



外 観 図

D

o

u-

A

V

.

 

ユ

n
u

・0

 

D

「

《

v

・

D

.

・

。

也

門

υ

J

e

繕 造 図

第 7 図

日7'= 0. 0937P+0.  35 x  1O-
4
P2 

ここに閉ま一辺 25c mの材齢28日のコ γ クリ{ ト立方

体圧縮強さ (k g / c m) ， P は号 i抜き力 (k g) である。第

6 図の如き円様は丸釘に比し遥かに太いので引張破断を

企ずる事なく材齢28 日のコ γ グリート強さを推定しうる

便利さがあるが，一方特定の金属俸を用意しなければな

らない点が不便である。

以上二つの方法とも予め金属棒をコ Y ? リ{ ト中に埋

込んでおかねばならない点で後述の方法Yこ比 L 煩わし

し、。

(2) コンクリート表面の反矯カの大さよりコンクリー

ト圧縮強さを推定する方法。

この方法は一定のエネノレギ{ で、発射された金属棒がコ

γ グリート表面に当った後，反援される距離によってそ

の圧縮強さを推定する方法でその器械として第 7 図の如

きペト〆ープリユーブハγ マー ( 別名シュミットハ γ マ

ー〉がある。これは全長約 35c mのもので第 7 図の撃棒

をコ γ グリート面に押付け，これが内部のスプリ γ グで

発射された時反援される距離を指針によって読みとるも

のである。第 8図は本器具を垂直壁面にあてて試験して

いる状況である。予め実験室内で目盛板にあらわれる指

針による読み 〈これをプレノレヘルテという 〉とコシグ リ

{ ト 標準試験体の圧縮強さとの関係を求めておくと現場

で測定したプレルヘルテの値からそのコ γ グリ{ トの強

1 . 撃梓( プランヂヤー )

2. コンクリ ート表面

3 ケ ー ス

4 指 針

5. 目 盛 板

6. 止めボ F ン

7. 案 内 棒 ( スピンドル )

8. 案 内 板

9. キ ヤ Y プ

10. リ ン グ

11. カ ハ ー

12. 圧縮スプリング

13 連 行 装 置

14. ハンマー

15 スプ日ング

16. スプリング

17. スピンドルフランヂガイ F

18. フ ェ ルト

19 目盛カパー

20. 連行装置作動ガ イド

第 8 図

さを准定しうる の一辺 20c mのコ γ グリー卜立方体の圧

縮強さ W或いはコ γ グリート標準試験体の圧縮強さ σ と

プレノレヘノレテ R との関係を実験室内で求めたものが第 9

3)  

図である。同図は材齢 7 日， 28 日 3 月 6 月， 9 月の

コγ F リートに対し巴織強さとプレノレヘノレテの関係をー

図にプロットしたもので試験体表面は乾燥，内部は湿潤

のもの ( 即ち午前中に水中より取出し午后試験した程

度〉について試験した結果である。 W とR との関係は

( 2) 式で示す事が出来る。

ｗｾ ー ｏＮ 27R+0.  29R2土入・1. 2・R(単位k g / c m
2

) ( 2)  

( 2) 式に於て入 = 1 叉は 2 にとって V を准定すればよ

い。入= 2 ととる方が推定範囲が大となる。叉 ( 2) 式 で

求められt.: .W，の値をσに換算するには ( 3) 式を用いる。

σ =0. 8 8 W- 28 ( 単位k g/ c m
2

) ( 3 )  

上の (2) ，( 3) 王えは被試験体を固定してその垂直面に

シュミットハ γ マーを水平に保持して当てた場合の突験

公式である 。 もし被試験面が垂直でない時は( この場合

シュミットハ γ マーの紬は被試験面に直角におくべきで

ある ) 第10図によってプレノレヘノレテの測定値を補正して

後 (2) ，(3) 式或いは第 9 図によってコシグ 1) ート強さ

を推定すればよいc

γ ュミ ットハ γ マ{ を用いる場合はその測定商が平滑

な均一面である事を裏し，従って孔の多い粗面，或いは

骨材が表面に出ている場所を避けるべきである。叉スラ

( 1)  

3  ) 坂. 松井 Bet onpr uf hamme r によるコン夕日 ートの非磁療実験，セ j ント ，コンタリー十稽演会( 昭29年 7 月)。ニの他に東大生研，

佐治氏による関係、図も発表されている{ 日本建築学会研究報告第29号昭29年10月)。

4 ) v ユミアトハンマー販売会社のパンフレアトによる。

24 



プの如き比較的薄い厚さのものはそ

の宇il 性変形によってベレルヘルテの

読みに誤差を生ずるから註梁の如き

相当厚みの為る箇所を測定する方が

よい。叉ーヶ所の試験につき15- 20

回程測定 し( 但し同じ点に繰り返し

ハ γ マーをあててはいけな L、。少く

とも2.5c m離れた点にあてること J

その平均値を以てその箇所のフ・レノL

ヘルテの測定値とすべきである。

シュミットハ γ マーを用いると，

前記 ( 1) の方法の如く予め測定面

に金属俸を埋込む手間もなく，又器

具も簡単でゐるから簡易試験器の中

では可成 り有用なものといえよう。

(3) コンクリート表面に生ずる凹

みの大さよりコンクリート庄縮弱さ

を推定する方法

この方法による器具としては( 局室

鐙の電力による自然落下によるもの

としてフアレ y ハ γ マー ，(b):ll 鍾を

一定の腕長て・自然に180
0

回転させて

落下せしめるものとしてペ
γ デルハ

γ
マヘ( の重鐙をバネの一定圧力で

打つものとしてフエ F

、

L ハγ マーの

3 種があるの何れも霊錘の先端iこは

直径 5%，10切i，又は25匁の鏑球を

半ば埋込みこの鋼球がコ γ グリート

表面に衝突して生ずるコ γ P リート

商の凹みの外周の直径を測定してこ

の直径の大さよりコ γ クリート強さ

を捲定する方法である凹み直径を測

定するには移動徽測計を用いるがよ

くその最小読みは1/10% までのもの

でよし、。

以上の(め，(b) ， (C)  3 種の方法につ

いては北大で綜合的な研究が行われ

て居り ，叉似) のみについては京大，

(C)のみについては東大で夫々実験を

行 って凹み直径とコ γ F リー ト強さ

との関係を求めているからこれらの

結果を紹介しよう。但し図表の説明

上，(め，(b)， (C) を夫々別個に説朗せ

ず各研究者別に従って述べることに

する。

5)  

北大の研究 使用 した器具はフア

20x2.0 立方f本猪! I K.J j cm
2  
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5  ) 長島，実施コンクリ ー ト強度の硬度による簡易推定方法について { 第 1 報) セメント絞術年報1953。向上( 第 2 報) 日本唾興学会研究報

告第27号 ( 昭29年 5 月)
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第 12 図

一120cm 

I  Ｚ［ｴ ｬｾ＠
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ノヤシゲχ / /

第 11 ' 図 第 13 図

レγ ハ γ マーとしては第11図，ペ γ デルハ y マーとして

は第12図， プエ〆{ ハ γ マ{ としては第13図である。

フアレシハ γ マ{ は 2kgの円筒形重霊( 直径7. 7c m，

長5. 5c m) の先端に2 5 mmの鋼球を半分埋め，この反対

側に長さ40c mの6 mm鉄筋を付したもので為る 。 これを

ヨシグリ{ ト表面より 20c m或ひは40c mの高さより落下

せしめた。以後これを夫々 Fal 20， Fal  40 と記号づけ

る。

ペ γ デノレハ γ マ{ は; m，錘重量 2 k g，鋼球の大さは 25

m m，腕長は 4 0 c mで腕は 6 m m鉄筋である。腕の回転

戦としては径 7 m mのボルトを用い，腕の鉄筋と媛触す

る巾は 8 . 4 mmであって，ここにはペアリ γ グ等を用い

て居ない。これを Pe n 80 と記号づける。

プエダーハ γ マーには金属硬度計として用いられてい

る Ba uma nn 硬度計を用ひる。これを F ed 30 と記号

づける。倫 Ba u ma n n 硬度計の他にこれより大型のも

のを作って同時半織が行はれた。 これを F ed 50 と記

号づける。 F ed 30， F e d 50 とも鋼球として 1 0 mm及

び2 5 mmを用いている。 F ed 30， F ed 50 の各寸法は第

1衰の如くである。

さてこれらの器具を用いて 第14図 の如き 15 x  15 x 53 

c m
8

の試験体について試験が行はれた。即ち硬度測定面

は二側面とし，叉同じ試験体に就いて図の如く 3 ヶ所で

圧縮強さ会求めにこれを梁の圧縮強さと名付けた。試験

の結果によれば，コシグリート強さの縫定に際し特に考

慮を払ふべきコ
γ

グリートの因子は測定表面の乾湿の程

度と使用セメ γ
トの種類のみで，若し強さ推定の誤差を

土30% まで許すならばその他の因子，例へばセメ γ ト量

の多少，表函肌の精粗， A E  剤混合の有無等は考慮する

必要がない様である。従って表商乾燥の程度と使用セメ

γ トの種類を考慮して F al 20， Fal  40， F ed 30， F ed 

50， Pen 80 を用いた時の凹み直径からコ γ グリ} ドの

庄市指向悶

司令ーーー

コシつ Jード

n む 有 旬

第 14 図

梁の圧縮強さを推定する図を作成したものが第15図で- ら

る。第15図を使用するにはまづ左上部の図で・表面合湿の

程度に応じて垂直輸三本の中何れかを選び，これと使用

セ メY トの種類及び使用鋼球の大さとに応じて画かれて

いる袋織の何れかとの交点を求め，この点を水平に最左

側の垂直軸( 図にはY 車由 と記入してある〉に移す。この

点と X 軸上に黒点で示された使用器具，使用銅球に広ず

る点とを結ぶとこれが凹み直径と梁の圧縮強さとの関係

を示す直線となる。同図には-ouとして普通セメ γ トを

用い短材齢で型枠をはずした場合 F ed 30， 2 5 mm鋼 球

で推定する時を太い点線で，表面乾燥の時，全器具を用

いて推定する場合を太い実線で' 夫々ハッチ内に図まれた

範囲内に記入してある。但しこれらの直線から求められ

る推定値には土30% の誤差がある。街ここに得られたコ

シグリート強さは梁についての強さであるからこれを標

準試験体の強さに換算するには次の (4) 式によればよ

L 、。

0. 8434 

B= 2. 293σ  (4)  

ここに B は梁の圧縮強さ (k gj cm
2

) ，σは標準試験体

第 l 表

l f; 15; !?5  
重

錘

| 重 量 ω

移動距離 ( c m)

巻き回数( 回) 5  10 

2 、.、

巻き直径 (c m) 3  3  

銅線直後 (c m) 0. 31 0. 36 

ネ 開放長さ ( cm) 5  10. 2 

パネ常数 (k g j c m) 12  12 

パ ネ 圧 (k g) 30 50 

射する時 パ ネ 長 (c m) 2. 5 6.0 

6  ) 日本材料試験協会コンクリート委員会の資料による( 昭28年 4 月)
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第 15 図

の圧縮強さ (k g j c mり で あ る。

6)  

京大の研究 坂博土はかつてフプレ y ハ y -，ーによる

場合の凹み直径とコゾ タリートの圧縮強さとの関係を求

められた。使用された重鍾の形状は円筒形でその重量は

1k g，その先端には1 0 mm鋼珠が半ば埋込まれている。

落差は 25c mであって北大の場合と諸条件が異るから現

場でかかる重鐙を使用される場合を考慮して，実験回数

は極めて少いけれどもその結果を第16図に掲げた。第16

図は調合 1 : 1 : 2 - 1 : 2 . 5: 5 ，水比6 5 - 7 5 %の20c m立

方体の圧縮強さと凹み直径との関係を示したもので材齢

は28日，水中養生のものを試験前に耳支出して表面が乾燥

した程度の時に試験した結果である。

東大の研究 これは Ba uma nD 硬 度 計 (或いはプリ

ンネル硬度計ともいう 〉によ っ て凹み直径とコ y !f リー

ト圧縮強さを求めたものである。東大の突験に於ても同

一強さを示すコ γ グ リ ー ト は そ の測定表面の乾湿の程

度，材齢の長短により，そこに企 ずる凹み直径が異る事

が見出されているが，間大学ではコ y グリ{ トは普通，

建築に使用される程度の軟練りで大気養生を施したもの

日 日

とし，且材齢を2 8 - 100 という条件の下に実験結果を鎮

め た 所 ， 先 端 の 銅 球 と し て 5 m mを使用した時は第 17

図 ，1 0 mmを使用した時は第18図のま口き関係を得た。こ

れより凹み直径とコ γ タリート圧縮強さの関係を求める

凹ゐ直後 m m

第 16 図

と夫 k (5) ， (6) 式となる。

- 4. 3  8)  

銅まま径 5 m mの 時 σ= 1. 6 3 x D (5)  

銅 球 径1 0 mmの時 σ= 3 . 9 x D (6)  

ここに σ はコ γ グリート圧縮強さ (k g j c m
2

) ，D は 凹

み 直 径 (c m) である。

第 17図 ， 第 18 図の中央に&1かれた直識は夫々 (5) ， 

(6) 式 を 示 し，その外側の破線部分の内側に約6 8 %， 鎖

線部分の内側tこ9 5 %の確率で夫々実験値が入っている。

以上述べた(a) ，(b) ， ｾの Ｓ 種の器具の中，フアレ〆ハ γ

マーはコ y !f リート測定表面が必らず水平でなければな

らずペ γ デノレハ γ マ ーは垂直でなければ之を使用する事

が出来ない且ペ γ デノレハ γ マーではスラフゃ下面に接した

梁の潰H面にこれを用いる場合は，腕が180

0

回転するため

には相当の梁丈がなければならないという不便がある。

これに比べるとフエダーハ
γ マ{ はその使用場所に制限

をうける事はないが何れの場合もコ γ F リート表面に生

じた凹み直径を一々測定する必要があり ，且叉凹み直径

を可及的精確によむのに困難を伴う場合もある。

さてこれまでに掲げた各種試験器具はその各項に述べ

た如くコ
γ グリ{ ト圧縮強さの推定値に或る程度の誤差

を有する惑は現在の所免れず，又はじめに述べた様にこ

れら機械的方法は何れもコ γ F リート表面の硬さからコ

7  ) 小野，佐治，プリンネル携帯用硬度計によるコンクリート強度の判定( 共の 1 ) 日本建築学会研究報告第24号 ( 昭28年10月) 。向上( 其

の2 ) 日本建築学会研究報告第27号( 昭29年 5 月)

8 )  ( 5 ) 式の係数1:1:第17図より 奥島が算出 したものである。

21 
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18 図

y !l リ{ ト強さを推定する方法であるから，

現揚コシグリートの掲き方が不充分でその内

部に大きな空際のある場合には単に表面硬さ

の測定値からコ y グリート強さを推定すれば

危険がある。筆者の研究室では現場コ γ グリ

ート強さの推定法として主として超音波によ

る音響的方法によるものを研究しているが，

この方法はコ y クリートのー表面から他の表

面までのコ ; /! 1 リ{ ト内部を伝わる音波の速

度を測定しこれよりコ γ クリート強さを推

定する方法であるから，コ γ グリ{ ト内部の

性状もｾる程度推定しうる便宜がある 。 かつ

てある現場で，超音波法と本文で述べたシュ

ミットハ γ マ{ 法とを用いて，二，三の壁体

の各部を測定してそのコシグリ{ ト圧縮強さ

を推定し，その値の比較を試みた事がある。

その結果によると一つの壁の各部分の強さの

相違はシュミットハ γ マーによる場合よりも

超音波法による場合の方が著るしく大きかっ

た。これら二方法の内，何れの方法の方がよ

り真実に近い推定値を得ていたか否やに就い

ては目下研究中であるが， コシグリート強さ

の准定に当つては単に一方法による事なく，

可能なれば機滅的方法と音響的方法と を併用

してそれぞれの結果より綜合的な判定を下す

のも一方であろうと思はれる。 コ〆グリート

の圧縮強さ推定方法は，現在の段階では，得

られる推定値の精度の点で未だ充分ではな

い。今後の研究の発展により准定精度が更に

高められん事を期待してやまなし、。

( 筆者大阪大学工学部教授〉
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鉄 製 型 枠 に つ い て 政 岡 基 次

1. ま え が き

鉄製型枠をコ y l/ リー ト工事に用いる事は，既に欧米

では古くから実施されており ，工法としては，もう珍し

くも新しくもない。吾国では煙突や英他プレ ・ブアプリ

ツグのものには，以前から広く用いられているが，建物

に関 して大規模に用いられ出したのは，戦後の事に属す

る。由来吾園は木材資源、に恵まれた国として，案外呑気

に木材を消費して来たのであるが，それは今では丁度瑞

穂の園とその食事ヰ事情の様な，極めて憂慮す可き状態に

ある。

戦時中の木材乱伐の結果も一層の拍車をかけて，木材

資源、の節約が盛に唱えられ，一方には在来のコ y l/ リー

ト仮枠の精度の向上を望む施工界の一進歩もあり建物予

算の緊縮とそれにコ γ グリー ト壁の打放し仕上に対する

一種の獅子も手伝い且つは叉，薄鋼板が製造方法の改良

進歩に伴い，安く生産出来る見込が立った事等によって

鉄製型枠の施工法が脚光を浴びる事になった。戦後手鑓

した色々の施工法の殆どが，米国から移入された例に洩

れず，鉄製型枠も亦米国からの影響が大きい。鉄製型枠

の吾国に於ける先駆をなし，而も現在最も多量に使用さ

れているものに H米特許の日本メタルフオーム株式会社

の かメタノレフオ ームグがある。英他色々の形のものが試

作され試用されては居るが，未だ之に匹敵する程広く利

用されているものは他に見当らなし、。

今後この種鉄製型枠は急速に普及進展するでSうろう

が，日本メタルブオ { ム株式会社の先達としての足跡

は，高く評価されてよいものと思われる。

2. 鉄製型枠と木製仮枠の比較

鉄製型枠と木製仮枠とは，互に一長一失はあるが，今

後は特殊の用途の需要も手伝って，鉄製型枠は急速に発

達するものと考えられる。以下その両方の利害得失を列

挙する事にする。

寿命一一鉄製型枠は，木製仮枠Jこ比し，その材料及工

写真 1 メタノレ ・フォ ームとその附属品

作の性質から当然寿命が長い。木製ノくネノレの償却は普通

は 3 回である。 4 回も 5 図も使おうと思えば使えない事

はないが，それには相当の修理費を見込まねばならな

い。之に比べて鉄製バネノレは 1 0 0 回或はそれ以上の使

用に耐えるといわれる。尤もこの回数は現揚での使用方

法. . I i ! Oち取扱い方，一回の使用期間，手入の方法等に よ

って著しく変化するから，吾国の現状で直にこの債を鵜

呑みにする事は危険で. } . ，る。この使用可 能回数の相違

が，十数倍にも淫するバネノレ価絡の相違を，経済的に カ

ノミ ーする。

現場に於ける組立及取外し一一鉄製パネノレ( 主木製? こ比

し，組立て，取外 しは簡単で，バネノレ相互 の緊結も簡単

なグラ γ プ ・ピγ で雑作なく操作出来る様に考案されて

いるつ従って組立及取外し手間は，現在の様に未だ普及

していない，謂はど不熟練な状況に於ても，実施の結果

木製パネノレに比し際くとも高くはないという結論が出て

いる。之が普及して，順次取扱いに国11れたならば木製に

比し20- 3 0，%の低下は充分見込めると予怨されている。

ただバネノレの取扱は館長木製のもの様 iこ乱暴にする事は

禁物で，歪を起さない様慎重を要する。叉重量が潜加す

る為に，運搬費は取扱の丁重さと加えて場加する。

組立てに要する端太等補助木材ーー鉄バネノレは木に比

し個々のパネル自体が歪が少< . 且つ相互の緊結が正確

に出来る為に ，端大等組立てに要する補助木材は，著し

写 真 2 メタノレ ・ブオ 戸ムの組立て
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く軽減される。

組立の精度一一ノミネノレの寸法は木製に比し，鉄製は極

めて正確であり，狂もない。この為に手品; てた型枠の精

度は，比較にならぬ位，鉄製の方が秀れている。鉄パネ

ルはそれ自身の強度上融通がつかない。その為に仮粋の

転びゃ，脹らみが起る可能性が少く，従ってコ y グリー

ト工事にはっきものの，厄介な祈り工事は皆無にも等し

くする事が出来る。そうしT点目点の反面に a 之とは逆に

例えば壁地の組み上りに際して，最下段の位置を水平に

正確に据付けないと，その不陸は最後まで修正出来す. ，

不具合な結果を招来する。

コγ グリート打上り面一一鉄板の表面は滑かである為

に，打上り商は極めて平滑となる。叉メネノレの目途が殆

ど起らない為に，殆ど完全な平面が得られる。従って，

打放しのま与とする場合は勿論，打上り商へ直接ベイシ

トの仕上をするとか，左官材料を薄く塗り付けて仕上げ

をするには有利である。その反面在来の様な重い材斜の

仕上げをする場合，仕上材との接着が悪い欠点がある。

然し之は仕上材斜をそれに適合したものを選ぶ様に心掛

け叉，新材斜の工夫によって，案外簡単に解決出来るも

のと考えられる。

打放しのまｾ，或は之に極く薄い仕上をする事に利点

がある為に，其の結果音のｾ収は悪く，従って残響の大

きい室が出来易い。従って建物の用途によっては，その

利点の発揮が非常に制約せられ設計上注意を要する事が

らる。

叉木肌，特にペニヤ板の肌味等に比べその打上り肌は

風味がなく，冷い無味乾燥なものとなる欠点がある。叉

水密性が高い為に，モノレタル ・ペーストの漏洩や，従っ

て豆板を全ずるｾは少いが，その反面 ａ Ｎｅ 剤を下手に

使用すると，痘痕を生ずる危険がある。

英の他一一鉄のパネルは，夏期に於ては殺せられて作

業が困難であり，叉極寒期には逆に冷して取扱い悪く，

その上コ γ グリートの温度を急激に降下させ，強度上悪

影響を及ぼす場合がある。

3. 鉄製型枠の経済性

木製パネルと比較する為には，型枠それ自身の価絡の

比較と，組立に伴う補助材の比較，労務費，運搬費，仕

上等について考える必要がある。

先づバネル自体の価格であるが，之は英の一例を示す

と次の様である。

| 規 格 1
1枚当り価格!坪当り価格

l同左比率| 摘 要

木製パネル
1
2尺 x 町 制 円

1 1，240円 1 1  I  

鉄製パネル 11収 X Si!I<! 日 55円 | 札 制 円 113 叫jpZJ ー ム

( 昭和29年 5 月現荘。大阪での 1 例)

以上の様に価格は甚しく相異があるが，使用可能な回数

を木製バネノレでは大体 3 固と仮定すると， 1，240円/ 坪と
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いう価格は実際の損斜としては420円/ 坪となる。この値

を鉄製バネノレも同様と仮定して，逆に使用回数を求める

と40回弱となる。即ち鉄バネルは， 40回の使用に耐えれ

ば，大ざっぱに見て木製と同様でめると考えられる。実

際問題としては，之以上の耐用命数は充分可能である。

組立てに主要する金具は，木製パネルの洋釘，鉄線，セ

バレ{ ター， タ{ γ パツタノレに対して，鉄製バネノレでは

グラ y プピ: . - ' ，セバレーター英他補助金具を要するが，

之が損耗率については，未だ日が浅い為に今後の多数に

実例を待つより外はなからう。次の禄な価も報ぜられて

し、る。

種 類 | 入 湯 数 | 返 却 数 | 損 耗 率

L ボ 一 Jルレ川 4ι ，脚本 | 止 問 本 I 11 

夕ヲンプピン |  ω 0本 |  丸口256本 1  1脱

然し材質の吟味及び回数の訓練をよく行えば，損耗E容は

之以下に下げる事は可能であろう。正確な数値による両

者の比較は，今の所困難である。

型枠を支持する端太材等は例をメタル ・ブオ{ ムにつ

いて見れば床の場合根太間隔は 5 尺でよく，大引 ・サボ

} トは 4 - 5 尺間隔， 壁の場合は 3 - 5 尺E に端太を用

い 2 重の十字端太にする必要(i 殆どないとされてい

る。従って木製パネノレの場合に比し約メに減じられる。

以上の様な材料の此，較について，、建築技術、 1954年

1 月号は，バネノレ，パヲ板，域木，床梁サポート，壁及

び柱パタ角について，比較した結果，損斜について木製

バネノレ1，357円/ 坪，鉄製バネノレ1，144円/坪という様な数

字を報じている，勿論之が算出基礎には，色々の仮定が

入っていて，その全部が必ずしも妥当であるか否は疑問

の余地はあるが，参考として掲げておく。

労務費については，わ亦実施の日が浅く，職工の熟練

も未だしである為に正確な数値は今後に待たねばならぬ

が組立ては床，壁共に鉄パネノレは簡単で，特にコシグリ

ートとの肌離れがよい為に，床パネルの取外しは極めて

容易である。叉外し後の釘仕舞は其の要なく，コシグリ

ー トのケレ γ も殆ど手数を要しなし、。メタル ・プオーム

に関して 1 日1 人 8 時間労働として，次の様な数値が

報ぜられている。

同上 424. 5人1927坪

62. 1人1927呼

運搬に関しては，前述の如く鉄パネノレの方が不利でら

る事は当然である。重量は例えばメタノレ ・フオ{ ムにつ

いてみれば，木製バネノレの約 2. 4 倍である。その上取扱

を丁重にする必要がある為に，約 3 倍内外の費用を要す

るものと考えられる。
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英他欽パネノレを使用する事によって生ずる，木製バネ

J レとの相違については，祈り工事は殆ど無く，従ってモ

ノレタノレの付け送りの費用と共に冗費を省く事が出来る。

叉その反面，仕上材との接着力を増す為に，表面の目荒

しを要する場合は，大体 60 円/J 平 の余分の費用を要す

る。然しもし仕上をこの平滑な肌を生かす様?と工夫する

ならば，その経済的有利さは著しいものがあろう 。

之を要するに，鉄製型枠は之が取級いの熟練と，量産

による価格のel下げ，仕上の工夫等によって，将来益々

木製バネ J レより安価に利用出来る事が考えられる。

4. 鉄製型枠への希望要点

鉄製型枠を作るとすれば，如何なる要求を満足させ，

叉どう ｌ 、う点に注意を要するかをｾＡ障してみよう 。

先づ 1 枚当りの大きさでらるが之は木の場合と違って

任意に切る事が出来ない不便さがある。従って大型のも

のは不便であって，小型のもので繋ぎ合せが容易な様に

考える可きで‘ある。叉大きさは直接 1 枚当りの重量に関

係する。現在多く用いられている木製バネルは 2 尺 x 6  

尺のもので，一枚当り約 15k g である。之は 1 人で二枚

を運搬するに適当な霊さで、ある。鉄窓担! 枠は木製に比し

，反覆使用の回数が大きく ，且つ歪を起 し易い為に，英

の取扱いは注意を要する為に 1 枚当りの重量f i 取扱いの

容易な 15k g 内外，出来得ればそれ以下にする事が望ま

しい。

コγ グリ { ト造の建物は，プロックや煉瓦造の機に或

る1 つの大きさの基準から出発して設計され るものでな

く，全く自由な形と，大きさで計画される。従ってこの

統一性のないコ γ F リート面を標準化されたパネルで被

い尽すという事は不可能事に属する。だからといって ，

ｾｬｬｦ 可なる形にも適合するバネノレを作って置く事も到底不

可能である。 よしんば之を或る限られた数に整理すると

しても，謂はば ＵＰ 歩 ＱＰ 捗であ っ て ， この様な到ｾの利

用度は相当低く ，叉現場での拾い出しは相当複雑困難を

予想せられる。結局標準寸法のバネノレを極力種類少く作

り，あとは現場で木製なり適当な方法で，容易に補える

様に考える可きで} . ，る。

最初の製作間絡が木製に比し相当高価であり，当然転

用回数を増加せねばならない。この為には先づ工作 を簡

単容易にし，又材料を極力節約して ，価格を下げる事に

努めると共に，長く使J f l に耐える様な材質を選び，堅固

で且つ維持の容易さと肪鋳の完全を矧さなくてはならな

し、。

組立てに要する金具類は，消耗品或は半消耗品である

から，極力安価で且つ製作が容易で立凶可なる避地でども

簡単に作れるものである事を要する。そ して組立てに当

つては，バネノレを損傷せず，即ち例えばセバレ{ タ { を

取付ける為に電気 ドリJ レで穴を明ける様な事のない様な

細部の工夫が肝要である。薄い板へ穴を明け る事その事

自体は，余 り大 した作業で・はないに して も，バネノレの維

持の上からは，相当大きい問題と考えられる。
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5. 日本建築学会近量産支部の鉄枠委員会報告の概要

戦後急激に発達する見込のゐるこの鉄製型枠について

H木建築学会近畿支部は，逸平くこの問題を採り上げ，

坂静雄侍土を委員長として委員会を組織し，昨昭和29年

2 月25日から始めて，同年 7 月 3 日に至る迄の聞に，次

の様な項目について研究した。.li! Oち鉄製型枠の海外に於

けるヌ獄 並に使用状況，型枠の使用上最も便利な形状，

製作上の問題，実際建物化対する応用，経済上の諮問

題，塗務等に関する問庖を取り挙げた。この委員会の構

成員は，学校関係者，発注者，設計者，建設業者，製鋼

所関係者から成って居り，之に塗粉のメ ーカーの協力を

得た。筆者もその末席に連なる光栄に浴したっ

以下英の結論の大要を摘録する事とするつ

形状については，標準寸法を1，500匁 x 3oo'%，及び 900

務 x 3∞磁 の 2 種類とし，他に異形を作らず，その代り

4 周へ木製補助板の延長が自由に出来る様に周辺粧を考

案した。詳細は図 1 の通りであって，バネノレ板{ ま厚さ

2 ，%，経及協は総て巾 54万，厚さ 2. 8放で、パネル板へ点

熔接する。バネノレ板は， 4) 司程より 1 弘だけ外へふき出

させ，バネノレ相互の接着を後' ならしめる様Jこした。叉 4

周に3∞税関隔に，この 1 双の出を巾 50採だけ切り欠い

で， 図2 に示す相対するパネル( 壁地等の場合〉の緊結

帯の挿入に使ならしめたコこの緊結構は巾 25税，厚l. 6弘

の帯鉄で，コ γ グリ ー ト厚の両端から25切の位置に切り

欠きを作り，型枠除去の後はこの切り欠きより両端への

部分11，除去する事になっているつこの緊結情は 300 '% 
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間隔に任意の所へ挿入出来る為に，メネノレ板Iこドリルで

穴を胡ける様な必要はなく，取付けの手間の上からも亦

型枠の維持の上からも便利である。叉之は消耗品である

為，現場で容易に且つ安価に製作出来る様，充分の考慮

が払われている。相対する型枠が縦と横に夫々直角に方

向が具る場合は，この鉄片を90度捻って使用する事とす

るつ叉応圧力に対して弱い場合は，切り込みの中間を L

型に曲げて強度を地す事を考えている。床版下の天井釣

木，酉己管用イ γ サートの類も，同様な考え方のものを作

って，予め埋め込む事を予定している。叉スリープ. 各

種ポツ P ス類の穴等も之によって解決する様考えられて

し、る。

4s記揺の 150税関隔の 4 説中の穴は，周囲への延長用

補助板を止める事とする。叉13. 5努中の穴は，パネノレ相

互を継ぎ合せて行く為の緊結僚と P ラγ プ・ピν ( 図 3 )

端太な持金具 L図 4 ) 及び仮組並びに不陸直し用 L ボー

ルト「図 5) の為の ものである。グラ γ 7・. ヒ・! / ，ポー

J レトは総: てメタノレ ・プオームのものと同じ形のものを使

用している。

製作上の問題としては，先つ> 1 ， 500匁 x 300税パネルの

重量を15，237kg， 900採 x 300訴の方を94，20kg とし，. 商

板の許容差は長さに於ては + 0 - - 1. 0，%，巾にあって

は+ 0 - - 1. 0，%，対角線の公差を土1. 5，%とした。叉素

材の材質規絡は J 1  S  G3101 とし，熔擦は点熔接として

1，500'%，の方は 111 ケ所 900，%の方は 76 ヶ所に施す事に

なっている《この様にして，正確な寸法で，而も余り厳

に過ぎてコスト高を招来する事のない様に注意し，量産

による妥当な精度を得る事に努めている、

実際の建物に対する型枠計画を建設業者である各委員

が，大阪府の鉄筋コ γ F リート 4 階建共同住宅例につい

て，各自で立案して検討した結果は，概ね予想以上の好

結果が得られた。計図条件として外壁lま打放しとし，内

部は指定の仕様窃遜りの仕上げをするとして計画した結

果，仮枠の使用商積割合( 1，次表の通りとなった。

l 鉄 製 予 ! 枠 |

1木桜補助板

1，500 x  300m m  I  900 x  300m m  i  

E  山ー二 三三乙_ 1_ 26 附 1  38. 市

lJ L 低 竺三竺一 1 11 昭 I  19. 5 % 

平 均 1 55 %  I  1 7 % I  28 %  

(  6 社θ 案より摘録)

実際に型枠の割付けを行って感ぜられた事が色々あっ

たが，その中で主な点を挙げると，先づ最初に型枠を縦

使いにするか，横使いにするかという問題があった。縦

使L 、は平岡計画上の間仕切間隔に対して融通性があり，

300切の倍数に対して，補助板の必要が少い利点がある

が，そのl正岡階商，関口部の位置及大きさに対して不具

合な守; があり，特に各階コ γ グリ { ト打継ぎ箇所に於て



検使いの方が便利であると認められた。叉階高，間仕切

間隔，関口部等は，少し型枠の答ｾ付を考慮に入れて建物

の設計をすると，大へん無難な計画が出来，この様な特

別の考慮の払われていない普通の設計でも ，僅に寸法を

変更する事によって同じ様な結果が得られた。関口部の

抱きや，壁体の入隅，床版と壁との取合せ隅等は，型枠

除去其他施工上の要求から補助木材を使用する事: が便利

であり，外壁の出隅も補助木材で納めた例が見られた。

塗斜に関しては，色々の試作品が呈示されたが，短時

日であった為に結論を得るに芸らなかった。 たどコ γ F

U ー トに接する商と ，その他の固 との塗斜は，別々のも

のを用いる事が考えられ防鈴力と共に，欽への附着力が

大きく強靭で且つ耐アノレカリ性が強く，そして飽迄価絡

が低限でなければならないという点に，種々の困難があ

る様である。現在米国で使用されているものの中には防

鋳というよりはむしろコ γ ダリート面へ鈎を移さぬとい

う効果を狙ったいわ r 離型剤的な性質のものが見受けら

れる。

む す び

以上鉄製型枠に関する色々な問題を掲げて凡たが，何

分吾国で利用し始めてから日が浅く， t重々のテ，ータにし

ても未だ定説的なものにまで成るに至っていないの

最近既建のメタノレ ・7 オームに対する需要の鳩加に伴

い，八幡製鉄株式会社がこの特許権を只収して，新な構

想の下に，新日本メタノレ ・ブオ ーム株式会社というもの

を設立し，より便利な鉄製型枠の製造，賃貸主主に販売を

始めると聞いている。吾川主 1 日も速に之が軌道に乗っ

て鉄製型枠が広く，而も安価に供給される窃: を期待する

ものである。

本文に掲げた色荷の数値は，

鉄枠委員会報告昭和29年 8 月日本建築学会近畿支部

Met al - For m の施工上の利害にふいて

昭和29年 3 月 建 設 省 蛍 総 局

建築技術 1954年 1 月号

による所が多かった。記して謝意を表する。 (30・1・11)

( 筆者株式会社松村組〉

11  111 11 1  1  111  L 紫 煙 室 1
I  11 1  I  I  !  I  I  I  I  I  

「武」の神と 「文」の神

鎌倉の八幡宮に参詣した糊，あの石段下の若宮社殿に

も参拝して向うを見ると，社前に立札があって次の四神

の 名 が 替 か れ て あ っ た。仁徳天皇，履仲天皇，悠之短

命，泉! d i ! 命の四柱の名前であった。私はその時はてなと

考えた。仁徳干青と鎌倉と何の関係があるのかと一一若宮

とは八幡様の若宮である。八幡様は応や11帝を祭神として

いるのだから，仁徳、帝や履{II' 帝I ' t - 成る程子並びに孫

だから若宮に相違ないと。

応、科1干青が武事11として我国上代社会の去を敬を受けて以米八

幡様は全国王ヨj る処に祭犯せられていることは ; f i 名である

が，鎌倉の八幡様は，曽て源頼豪語父子が勅命を交けて奥

羽右E伐の時，特に男山八幡宮をt l JJ 進して由井が浜辺の鶴

岡に社殿を宮I} 始し， 1波形? と武速を祈願したと伝えられ

る。後年源頼朝が覇府を鎌tr に聞くや今の丘上に壮厳な

ネ土般をｾ造して，鎌倉卿の中心となって今日に及んでい

る。神宮に向って見ると応神帝と仲! d i ! 命と母皇の下11功皇

后の三神を合肥してあるとのことであったn

私は鎌倉卿の中央大路を若' 自・大路と称えらるる事を想

起した。 i 若宮大路」一一うれしい名称であり亦ほほえ

ましい上代の人々の気持であるなとー一一上代の人々は武

村t としての応神帝と文化の神としての若君速を忘れなか

ったことが，証明せられる様に思う 。 いうまでもなく応

神帝時代は三斡方面からの貢船が，襲撃波の津に鰯較し，

波 江 悌 夫

造船技術の奨励と共に「海人部J や 「山守部」が新設せ

られたの 応宇和平青は後半世は殆んど大隅宮におられたと伝

えられる。大隅宮は其2吉社は今に不明であるが，襲撃i皮台

地の丘上にmてられてあった事は次のエピソードでも明

瞭であるの

帝のさド妃に吉I l I I i ! i ! . の妹，兄姫というのがあった，父母

を慕うの怖が深かったので，子青は帰国を許された，君主々

妃の船が大津の崎から発船するのを富里見せられて

淡路沿，いやこならび，小豆 Ｎ￧ｾ ，

いやこならび，よろしき品々，

誰がた去れあらちし，吉 {I i i ! なる妹を，

相ひみつるもの，

と喝された，誠に大らかな光燥である。

大隅'出・はどうしても，難波台地上に在って， 当時のf i :

伎の応援ゃに利便のある位置であり， またノミ沖に車富湊

する: n 船苦手を望見出来る地械であったと考えられる。 そ

して此宮でJ i J l 去になったとの説も本当であろうと考えら

る。仁徳の若宮が父君の遺図を継いで，難波 l亡高津宮を

主主て三斡 ) J 面からの技術家を活用して河川整理，治山治

水，港湾の築港，街路池蒋の建設等あらゆる文化事業を

賀行せしめた治政は此二帝の宏大な陵怨ばかりなくで文

武の事1
1として後代の崇敬i貴からざるを見て解る 。

け ｉｉｾ 本会名誉会員)

11 1  [11 1  ｾ＠ 1  1  11 !  1  I  I  I  I  I  :  I  I  I  I  l '  1  11 :  I  !  :  I  
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1. 緒 言

スライデイ γ グフオ ーム (Sl i di ng f or m)  (米〕は

Sl i p f or m ( 米) ; Mov i ng f or m ( 英) ; Cont i nu-

ousl y mov i ng shut t er i ng ( 英) ; Gl ei t schal ung 

( 独〉など称せられ，我国ではふつう滑動型わくと言わ

れている。これは コγ グリ ー トが一通り固まってから型

枠全体を移動させる所謂 トラペリ γ グプオ { ム(Tr ave-

l l i ng f or m) とは全く主旨を異にし，コ γ グリー トを打

込みながら型砕 をコγ グリ ート の面に浴って徐々に滑動

させて行く工法で，この間コ γ グリートは自室のみを支

えるだけで・その他の荷重はすべて別 の支承材に頼るよう

に工夫されている。したがって滑動も蒋コ y tJ リート上

商型わく等で・は水平に行われるが，寸空に建築では壁叉

は柱面に沿って蚤宣に上方に向って行われる。こ L では

後者の場合の滑揚工法について概要を紹介する。

この工法は三十数年前に瑞典で農業用サイロに利用さ

れたのが初まりで， その後欧州に， 続いて米国に普及

し，サイロピ γ ，タシグ ，煙突のような簡単な形状のも

のから，普通のど J レデ y グの壁，柱コ γ タリート打上げ

にも利用せられようとしている。 これが我国Iこ紹介せら

れたのは昭和初年で，満州、作こ数ケ所突施されたが，内地

では僅かに 1 ヶ所実施されたのみで戦争の弱溌と 共に全

く跡を絶ち，昭和29年に至って初めて木工法による大規

模工事が突施された。即ち大阪安治川サイロピ γ ( カッ

ト写真) 及び味の素横浜工場サイロがそれである。

2. スライデングフォームの構造

滑動型わくはその対象となる構築物によって形状を異

にするが，一般に内外の型わく，ヨーグ (yoke) ，ロツ

ド ( rod) 及び， ジャッキ ( j ack) から成立 つ 。 ( 図 -

1参照〉。

( a )  形わく はふつう木製の高さ約 1. 2 mとし (外周

はそれより約 10c m高くすることがある) ，面板の長さ

は上記型わく高さに相当し，巾は 10- 15c m，厚3 - 4 c m

程度のものを側を相決りとして上下二段の横携に釘打ち

し構造体の形に応じて予め適当な大さのパネルに作り，

これを現場にて横に穆状に繋ぎ，節違ポ ーノレト類で補強

し出来る だけ剛に緊結する。面板は長期に亘って湿った

34 

フォームについ τ

菅 田 豊 重

コシタリ ー トに接するのでｾ水による膨脹を避けるため

泊叉はバラフイ ν を浸透さ せ， 叉側継目を緩く組立てる

ようにする。面板は時には鋼板を用いることがあるが，

コγ F リー トが離脱 し難いことがあるので，木製が多く

用い られる。

( b )  ヨークは木叉は銅製の門型の枠で，前記型わく

を竪材で外から支え，型わくの所定の間隔を保持し且つ

コシ F リー トの側圧による膨らみを押えると共に，上部

水平材にジャッキを取付けて型わく ，その他を引きあげ

る役を果すものであるので充分の剛性をもたせる必要が

ある 。 その酎置間隔は ＲＮＵ｣ｭ 以 下 とし，生コ γ ｴｊＡＩ ｾ ト

側圧，型わ く摩燦抵抗，作業床荷重を考慮して角筒壁で

は各壁の端及びスパ γ を等分 した箇所に，円筒壁では円

周を等分して配置されるのが一般である。

( c )  口、ソドはジャッキが伝って上る支持俸で，ヨ {

F の上部水平材を貫通してコ γ グリ ー ト壁中央に垂直に

埋込まれるのがふつ うであるつ これに型わ く芙の他全

図- 1 型わく滑動装置の一例



写真一 1 手動スグリュ ージ 写真- 4 水圧歯輸タャ ァキ

ャ y キ ( Reynol d: Con.  ( Bet on- u  st abl  bet on 

Const . より) bau J an. 1953，より 〉

写真一2 手動屈伸関節ジャ y キ

( 安治川 サイロに使用)

写真- 3 電動挟外ジャッキ

(A.  C.  1. Dec.  1951，よ り〉

t イ】

写真一5 水圧ピスト γ ジャ y キ

別;g. Hydr aul i c ape (Concr et or )  

れ

ン

ド

υ

F

(1、J

部の荷重がか L るので， O. ト 0. 25%の炭素を含有する

硬質鋼の棒叉はパイプ，径2 5 - 3 5 mmのものが用いられ

る。その継手は芭1 : : ，み叉は捻込み式とし，継手位置も千

烏とする。叉ロツドに一定の目盛を施せば， ' ( 育揚中の高

さの基準と F ることができる。

( d )  ジヤ、ソキはヨ ー クの全荷玄を支えてロツドを登

撃し，型わく滑錫装置の中心となるもので，ふつうは 1

つのヨーグにジャッキ 1 ケを取付けるが，特に荷重の大

きいときは 2 ヶ以上取付けることもある。ジャッキの種

類は，機構上からスグリユー式，屈伸関節式，歯総式，

ピスト γ 式，叉動力から手錦拭，水圧式，電動式等に分け

られる。このうち最もよく知られているものは Mac do-

nal d and Hei ne 氏考案の手動スグリユ ー式ジヤ Y キ

( 写真一 1) で， この他手動屈伸関節式ジャッキ( 写真

→ ) ，電動扶み式ジャッキ( 写真. - 3) ，水圧歯輸式ジヤ

ｹ キ Ｈ 写真 Ｍ Ｔ Ｉ 等がｾり，叉最近欧米で吋水圧ピス ト

γ 式ジャッキ( 写真一5) も用いられている。これ等グヤ

ツキの作動する要領は何れもジャッキに附属する締金具

叉は歯形でロツドを摺み， ジャッキを働かせてこれにか

与るヨー P を押し上げ，これを繰り返して型枠を連続的

fロ】

図- 2 ジャ ッキ作動要頒図

お



写真一6 滑動型枠のｾ込み

( 安治川サイロにて 〉

に引き揚げるもので，これを屈伸関節式 ジャッキについ

て説明すれば L図- 2 ) の通りである。民JI ち ( イ) 図の

ようにジャ ッキ下端に取りつけた歯形 a をロツドに噛ま

せた後ハシドノレを回転し，左右の関節の間隔を狭めると

ジャッキは伸ひて ( ロ) 図のようになるn こ与で歯形 b

をロツドに噛ませハ γ ドノレを逆回転すれば関節の間隔は

拡がり，歯形a は上方に移動しジャ ッキは上昇する。

動力式に比べて手動式の利点、は

( イ) 原動力の故障による作業中断のおそれがなし、。

( ロ〉 ジャッキ装置が低廉である。

などであるが，動力式の利点は

( イ) 1 ヶ所から全体がコントローノレできるo

ｾ ，， Ｉ 大きい滑動速度が得られる 。

(ハ) 各ジャッキを向時に作用させて型わくを一様に

揚げることができる。

( エ〉 ジャッキ取付のためのスペースが小さく， ジャ

ッキの配置を必要に応じて狭い場所へ集中的に行

うことができる。

人件費の点からみれば手御成は動力式に比べて不利で

あるが，我国の経済事情では設備費の少い手働式が使用

されることが多いであろう。

3. 施 工

型わくを組立てる前にそれの設置される基礎を正確に

水平に均らしその上に型わくの墨出しを行い要所はモ

ノレタノレを塗り出し， これに合わせて内外の型わくを建込

み，所定の補強筋違，ボーノレト等で剛な一体となるよう

緊結し，両倶I j からヨ{ グの竪材で挟んで型わく横様をこ

れに固定させ，続いてジャッキを取付けロツドを挿入す

る。( 写真一 6 参照〉この場合コ γ F リ戸トの離れを容

易にするため型わくの間隔を所定壁厚より 6 - 8 m m上

端で狭く，下端で広くなるように( 外周型わくのみ垂直

にすることあり〉組立てるのがふつうである。 この型わ

しョ ｾ ＡＱ ，ロツドの建込みが正確であるか否かは爾後

のコ! / ! 1 リート打が正しくま垂直に行いうるか，否かに影

響する所極めて大きいので特に再三検査して正確を期せ

3'S  

ねばならない。 この建込みに引きつ r いて内自盟わくの

上に作業床を張り，叉必要に応じて床の上方に材斜運搬

用足代，遺万を，下方型わくの内外に吊足代及び，外部

養生シ ートなどを取りつける。安治川サイロに於ける実

施例を示せば図- - 3 の通りである。

叉本工法は建築施工法中，流れ作業方式の典型的なも

のというべ く，従ってコ y !1 リー トの配給，配筋，型わ

く滑揚について有機的に作業を調整，按配すすることが，

本工事を成功させるための重要な鍵となるので， 予め

綿密な計画をたてる必要がある。その基礎となるものは

コY !1 リートの初期強度の増加速度で，その強度は前述

の通り自室に耐え得る勧， 作業中の風圧，地震力に対し

ても耐えられる程度に達すれば型わくから離脱するよう

予めコ γ グリ{ トについて実験を行い，型わく滑揚速度

及びコ γ F リート配給速度を決定する。 コγ グリートの

強度の憎加はその配合と温度によって左右せられるが，

実施例に徴すれば滑動の速さは 20c mj h 前後が多く，

夏期では時には 30c mj h に達することもあり，冬期では

10c mj h 以下に止まることが多い。夏期に実施された安

治川サイロの例をとれば中庸熱セメシト及び 5 C。の冷却

水を使用して混練直後コ γ グリ ー ト温度 25
0

C とした場

合 15- 2Cc mj h の滑錫速度で，コ γ グリートが打込まれ

てから型わくを離れるまで約 8 時間経てをり，そのとき

の強度は 15- 20kgj c m
8

を得ている。これは自室に対し

ては勿論，地震及び風圧に対しても充分安全な強度と考

えられるの

コY tl リートの打込みに当って，最初に基礎コ ! /! I リ

ー トとの接着をよくするため富配合のそ んタノレを投入し

続いて所定の配合のコ γ グリ ー トを打込む。 これが予備

実験より准定して適当な強度に達し，且つ基礎に充分接

着した時期を見計らって型わくの滑錫を開始する。 この

スタートの際は型わく及び作業床は恰皮細長し、ロツドで

支えられた広いテ ープノレのような形となり，頗る不安定

な状態にあるので滑揚の速度も最初は極めて徐々に行

い，時間が経つにしたがいロツドの足元がコ γ グリ ー

ト中に， 固定されるにつれ安定した状態となるので，

滑揚の速さを次第に憎し，所定の速さに達するようにす

る。

叉滑動速度が緩漫で差支えないときは，ジャッキ巻き

を一斉に行わず，一人でジャッキ数個を受持って順次に

操作する方法も行われるc この場合型わくを不均等に上

昇させ，又は停止させるとコングリ{ トが型わくに固著

して型わくと 一緒に引き揚げられ，空隊を生じる慎れが

あるので少 しづ L 均等に巻き揚げるようにする。 もしも

作業を停止するような事態が生じた場合次の打込みは滑

動開始のときと同様の方法を採らねばならなL 、。

この他コ γ F リートの配給計画に於いても不測の事故

による作業の中断の場合に具えて予備のミキサ，及び打
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図 - 4  J  esperson 氏 式 滑 動 型 わ く

込み設備を設置 し， 且ワ作業予備員を常に待機させると

共に，作業時期も長期天気予報をもと与してできるだけ

矢候の安定した時季を選ぶようにするとよい。

配筋はジャッキ操作，コ' . /! J リー ト打込みの聞を縫っ

て行うので全部を最初に作業場に持込む必要はなく，ジ

ャッキの荷重を軽くするためにも少量づ L 配給するよう

にする。竪筋はジャッキ操作のハ γ ドJ レの動きを制限す

ることがあるので，予めジャッキの据付に当ってこれに

対する考慮が必要である。

型わくを隊脱したコ γ グリ ー トの養生は外部型わくか

らシ ー ト或は廷などを下げて出来るだけ日光. 通風を遮

断する他，外部型わくに沿わせて配管してこれより絶え

ず水を滴下し，冬ならばシ{ トを長くして出来るだけ気

密に包み，必要に応じて上述の配管より蒸気を噴出させ

るのも一法である。内部コ ' . /! J リー トについては作業床

が蓋をした形となり殆んど. 気密に近くすることができ

るので，コγ グリ ー ト自身より発する畿結熱と湿気によ

り特別の養生を行わなくともよい場合が多い。

4. 特殊滑動型オコ〈

今まで述べたものは壁厚が一定の場合の施工法で最も

簡単なものであるが，壁に勾配があり，叉壁厚が下から

上に向って減じている場合は遥かに複雑となり特殊な型

わくが用いられる。この特殊滑動工法にはバテ γ トとな

っているものが多く，その一つに所謂 J esperson 氏式

〈 図 Ｍ Ｔｾ 照 Ｉがある。これは同氏が初めて高さ約 ＳＳｭ ，

径約 1. 5 mの煙突を 9 日聞に打上げた方法であって，こ

の方法は内外高さ 1. 2 mの型わくを長さ 0. 9 - 1. 2 m毎に

切ってプ ロツグとし，このプロツグを帯状に組立てると

きその継ぎ目に巾約 30c m，高さは前述型わくと同寸の

舗

写真一7 型枠自動調節装置

( Wy nn:  F or m明 or k for Con-

cret e st ruct ures P. 178 より〉

木叉は鉄製の調節板を耳立付ける。ヨ - !J は各型わくプロ

ツグの中央で内外の型わくを挟むが，これは内外型わく

用の 2 つの逆L 形部分に分れ， 上部水平材が二重に桜め

合され，これがヨ ーグの間隔，したがって型わくの間隔

を調節するため水平に摺動するようになっている。叉そ

の中央をロツドが透るが，その孔も楕円形にあけられて

いる。ージャッキはふつうの滑動型わくに於けると同様に

この水平材に取付けられロツドを掴む。なお型わくが水

平に回転しないようにジャッキの螺子切りが逆になった

ものを交互に配置するとよし、。

前記調節板は両側が型わくプロツ F の内面に沿い水平

に自由に摺動するようになって居り，その中央の竪桟と

両側型わくプロックの縁に取付けられた竪ア γ グ) レとを

約60c m離して間置した上下 2 ヶ所の長さ約 20c mのポー

ルトで支えるが，このボ ーJ レトは中央より左右逆に娘、子

が切ってあり，これを回転すると調節板の両側の型わく

が引き寄せられ型わく全体の周長が変わる。

なほこの他に，型わくプロツグと同じ辺数の木叉は鉄

製環状7J<. 平梁を外部型わくの上部横捜の辺りに廻らし，

ヨ{ グから直角に出した腕木で支へ，この水平梁とヨ ー

グ材との聞に水平スグリユーロツドを取りつけてこれを

回転して型わくの径を調整する。この場合作業合は型わ

くに固定することができないから，この水平梁が足場を

兼ねるように計画する。なお図- 4は単一体の場合の例

であるが，多数の集合体のときは水平梁は内側ヨ{ グよ

りの腕木で支えてこれに内側から調整側スグリユ { ロツ

ド及び作業合を取付けるとよい。叉型わくの立上りが正

しく行われて: いるか否かを検べるには， 下げ振りを下

し，或いは壁面匂配に合わせて型わくに取りつけた水準



器を利用する。

この型わくを滑動させるには，先ず型わく上端まで コ

シグリートを打込み，次いで内笥盟わくの調節板を調節

して内径を僅かに縮めてコシ F リートの附着を緩め，次

に内外型わくを同時に滑揚しながら外型わくの調節板及

ひ. 環状水平梁の水平スグリユーを回わして外部型わくの

直径を所定の大さに縮め，最後に再び内側型わく調節板

により壁厚の調節を行ってから次回のコ γ ダリ戸トを打

つ。その 1 回の揚程は 20cm 以内とし，滑傷速度はふつ

うの滑動型わくに於けると同様にしてきめる。

上記は比較的簡単且つ実施容易な工法: こ属するが，こ

の他写真一 7 のような工法も英国で行われている。これ

は煙突の施工の場合で，型わくは内外共木製で高さ 1. 2

c m 6 ケのヨ ークで滑揚されるが， 中心を| 煽て L 相対す

る内側ヨ{ グ垂直材は連接縛で結合されて居るので自動

的に内側に引き寄せられると 共に一定の比例で壁厚が変

るように考案されている。この場合型わく聞の調節板は

端を曲げて型わくプロツグの 上に引掛け， 型わく 上昇

と共に，型わく閣に沿って摺動するように工夫されてい

る。この実施例では滑錫速度は一時間 7. 5- 12.  5 c mで

あった。

5. ; 骨動わく の得失と利用について

普通の型わく工法( : 乙比べて滑動型わくの利点の主なも

のをあげると

( 1  ) ，連続的にコ : /! l リー トを打設するので打継ぎが

なく一体となり ，したがって水密，気密性の勝れた

構造体が得られる。

( 2  ) ，滑動速度即ちコ γ グリ ー ト打込速度が緩漫であ

るので鍋固めが充分に行きわたり，豆板の出来る懸

念がない。

( 3  ) ，工期が著 しく短縮される。

( 4  ) ，型わくが早期に離脱するので裕修が容易且つ完

全に行いうる。

( 5  ) ，本足代に代り吊足代を用いうるので，仮設費が

著しく少くてすむ。

( 6  ) ，作業が安全な作業床上で行われ危険率が最も少

く，且，作業中の検査も容易である。

叉滑動型わくの不利な点は

( 1 )  滑錫特殊機材を必要とする。

( 2 ) ，作業が連続して行われるため，夜間作業を行う

外予備の設備を設置する必要がある。

( 3  ) ，若齢コ γ グリ { トの養生に特に慎重を要する。

( 4  ) ，厳密な意味で滑勤中の型わく位置を正しく保つ

ことが難 しい。( 但し突際には入念に施工すればそ

の誤差は許容範囲内に止めうる。〉

なお経済的見地から滑動型わく と普通型わくを比べて

何れが有利であるかは建造物の規模，滑動方式の種類，

及び作業の性質上単に型わくのみの経費の他に，足代英

写真一8 滑動型枠による工場ピノレの施工

( Sweden， Per sber g に於ける〉

他の仮設鈴，コ γ グリ { ト打及び配筋の労務費等をも綜

合して計上されなければならないので一概にきめること

は難しいが，径 3 mの実験用単体サイロに於ける結果で

は 8. 5 mより高い場合は滑動型わくに よる方が有利であ

るとの結果を得ている。

滑動型わく工法については例えば ( 1 ) ジャッキの改

良， ( 2 ) 垂直立上 り補整法， ( 3 ) 勾配壁面の場合の

簡易施工法， ( 4 ) 養生塗布材の研究な ど，なお工夫す

べき点も多いが，高い建物が短時間に打継目 なしに出来

上 り，且つ，型わく，仮設資材を著 しく節約 し うる点は

最近の我が国情に合致するものと言ひ得ぺく ，単にサイ

ロ，水槽の類に止まらず，すでに外国で実施されている

ように( 写真 8ー参sl u ，一般建築物施工への応用が最

も興味ある問題であろう。

( 筆者 株式会社大林組研究室〉
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71< と 土

序 本文は文献と経験に照らして， 土の boi l i ng 現

象を図式で分り易くし，根伐している土に水がどう影響

を与えているかを論じたものである。

1  ポイリング現象

Pec k  f Foundat i on Engi neer i ng の 2. 4J で

十云 ( 1)  

叉最上博士「土質力学の第 6 主主 4 J で

h  G- 1  

百 =τ 王子 ……・・…・・・ ( 2 )  

をボイリ γ グの起る点としている。査をに h= ピェゾ ・チ

ュー 7.. の土中上の71<頭， H =土中下の長さ ，r'  71<で飽和

した単位容積の土の重量から水の単位. 容積の重量 仰 を

差号| いたもの，G =土の比重 t e= 間際比である 。第 1 図

は掘重量している場合の一般例を示したものである。

( 1 )  ( 2 ) 式の右辺は近似的に 1 となるからポイリ γ

グ現象の限界点は

h=H. .  一… 一一… ー. <. 3 )  

となり，この式は堀数き下が透水層の場合に成立する。

第 2 図で a d まで郷饗した場合 h，H の状態であれば

堀敷き be における水頭は近似的にアルキメデスの原理

により Oからの 45。線によってから df に移る。 ad の

状態で一挙に be まで姻怨すれば ( 3 ) 式によって be

下 h' +H' の g h 上の土をボイノレせしめ，この部分の土

の地耐力は零となり危険状態を生ずる。即ち下段切梁下

の矢板はキヤ γ テイレパーとなり，下段切梁に大きい圧

力を生じ矢板根入れ部分の地耐力は零となるので，外部

の土が内部に崩れこんでくる。刃型をつけて堀墜した場

合も問機である。 T erzaghi も i Theor i cal soi l  me-

chani cs の94J でこの色険性をのべている。 この場合

グ +H'

( 3  ) 式に よって先ず - 2ー まで掘り，排水をつづけ

てム を下げつつ第 2 図の方式に従って上記を繰返してゆ

けば数き下の土をゆるめないで一切の危険を免れて敷き

をつけることが出来るのである。

2  掘敷き下と排水井戸との関係

排除した土の重量が建造物の電量より小さい一般に浅

い姻墜については省略し，王室では土の重量が建造物の重

量より大きい一般に深い堀撃についてのベる。

堀敷き下の土が透水層で，その層が厚い場合は上記の

方法で姻豊書すれば，地耐力もあるの で杭は不要で， セッ

トの心配もなく建造物が構成出来る。反対に不透水j脅で

その層も厚い場合は swel l i ng を起せば永久に地耐力は

零に近くなりもとの状態に戻らなし 、から，杭を伝って水

が昇ってくるようなスエリ y グを起す際肉を排除すると

共に，何等かの方法でこの帽の 71くを依き consol i dat i on 
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河 田 明 雄

〔圧密) を早めてセットを少なくすることがのぞましい

が，不透水層の71<を抜くことは目下施工上至難である。

不透7 . l < 層の堀敷きの狙撃Eは簡単ではあるが，スエリ γ

グを起したり，圧宅密が大きいので建造物iこ悪影響を及ぼ

す。不透水層で掘敷きをつける時には，杭でも打たなけ

れば( 或は態泉のパイプを伝わらなければ) 下から水が

出てこないので，排水井戸は雨水叉は矢板の目から出て

くる僅かの水量の湯水溜めとなるから，井戸は浅く，少

く，小さく，矢板周辺に設けて，中央に7. 1 < がこないよう

にし内部を荒さないようにすればよい。

透水層の堀数きの凋饗は排水について施工者・の頭を悩

すが，セットもなく建造物にはよい結果をもたらす。 こ

の層では井戸が最も問題となってくる。地下鉄工事では

二次の f l ow net  cur ve ( 流線網) が成立するが，建築

物では一般に三次の焔泉網となり，その僻法は突用に適

しない程複雑にして二次の場合と異ったものとなる。建

築物では水の流れは建造のために堀撃した箇所が大きい

井戸と解釈出来る 三次の流線網となり，この大井戸の排

水をする内部の排水井戸ーの位置は透水係数が大きいこと

でもあるし余り問題ではないが，出来るだけ大きく，深

く，数を少くし，姻製部の中央に設けることが経済上，

施工上有利である。大きければ水量の増加にともなって

住ヨ: : ] [ )
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掘撃の途中ポイリ γ グ現象にあったが，第 2 図式を見出

しえたので，敷きをつける時には，井戸以外には全く 7.1<

を凡ない dense な地盤のまま，数きを少 しも緩めず，

現在賂ど建物の荷誌が載って久しいが，ノ γ セットのも

のとし，外部に対しても略ど無被害で・あったっ ( 敷きの

下j替は シノレテイサ γ ド及びサ γ ド、。) こ の時に採用した

排水井戸は第 3 図のとおりで，排水量10屯/ 分に対 し中央

部に設けた五箇所の井戸のー箇の負担は矢板内 660 平方

ラ!とで ab 線を保持することによって功を奏したn

建物を沈めながら狙撃し，不透水層で、敷きをつけ，杭

を透水層にn入 したこ建築の施工例をみるに，杭に沿い

適時ポ γ フ・の憎設が出来，ポ γ 7 ' の揚反動による土の破 水圧によって水が昇り，敷き下の土をスエノレせしめ，地

上げがなくなる j 深ければ h を早く小さく出来る。数が少 耐力を永久に反らない零に近いものとし，外部の土が内

なければそれだけ下の水を誘う箇所が少く ，ポ γ フ・の故 部に崩れこんだっ こうなれば建物lま水中にたてこんだ長

障，管理等の点からも有利となる。 中央に設けることは 杭にのっているという不安定な状態にあるつ

外部からの不慮の災筈の免れ，周辺の矢板叉は刃型に対 従来建物の基礎を不安定の状態としたり . 施工中徒に

して安全度が大きい。市街地の湧水多い深層にはこの意 自然特に水と闘いながら大事故を起したりする愚を演じ

味からいってもウエルポイ γ ト工法には一考を要するつ た多くの原因はこれら水が土に与えている影響iこ無知で

3 施 工 例 あったからである内( 昭和30. 1. 12)

大阪での建築として最深のー13. 7 mの堀獲をした場合， ( 筆者 大林組織貝〉

包宝亙3 + h p

I  i  I  I  '  I  I  I  l ム包 煙 室 I  i  i  1I I  I  

続 相
l

 

l

 

j

 

. =  

E ヨ 頭 (本誌29年 2 月号参照〉 佐 藤 重 夫

「もしも し，三行目の上の句の節がどうもこ行民 と浸 るつ戦と離も実にお{ まらかて' 人の温みがあり . 大義をと

同して解らないのだが ? J ， ' なに，ど つどの三行自治省 って名をこそおし む志気が まことに面白いっ

ね，それは， 記?可 Lつら L L - J ， 7ょうよう ，有 こんな たわいもない， 一種の ス ポ { ツである詠唱 を先

難う有難う… … J ， 私はこのように十日川音頭関東支部長 般伊豆熱川で払は旧友共と謝恩会の余興としてやった、

( 莱営絡部長〉からとう とう電話でまで歌を学ぶ光栄に 官民各種各層の主主々も こう いっ た事では まことに学生時

浴した。しかし，何といっても，この 了どっと J の出が 代其僅であるのにお互に顔見合わせてもいた。けれども

この歌の婆だと思われるほどよくて，これは先般浦辺氏 岸田師匠の九〈力強い朗詠に一同は関惚れて，またとな

が紙上に紹介された通りであるが，ど っと洗 うてでなく い幸を Ｑｾｽ たことは感謝にたえない。そうして，名をこそ

て，どっと笑うてが正しい。という のはその断j に四節の おしむ我々の弓も，やはり普通の弓か，あるいはそれ以

前歌があって，それには ，何 ぞ智謀武略の九郎の弓取る 下 の弱 い弓に相違 ないとも思うと， . 所詮建築は ，大 らか

芳並有らま lましゃと平家の大将軍が宣ひければという怠 な考と理 の通った新作とが なくては，大将の軍の如き本

味が歌われているっそ こでどっと笑うてたつ浪風の荒き 物にはならぬもののようだとも思うのであったコ

折節義経公 l' t 如何 しつらん 弓 とり落しとなるわけであ 29.  12. 17 ( 筆者 広島大学助教授〉
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1 '1 I  !  I  煙 ー 室 11 1  I  I  I  1  I  I  I  I  !  

シ ネ マ ス コ ー プ の ぐ ち 高 橋 慶 夫

高いお金と，貴重な時間を費し，足を運んでまで見に あります 。第一，お金もうけに血まなこの館主が，我も

来ていたどくお客様に対して，御礼を申上げねばなりま 我もと私を上狭するために，館を改造致されましたが閉

すまいが，突のところ心のどこかにわだかまりが残って に合せの改造のため，三階の方から斜めに無理矢理に私

いる様な気持なのですc 紫煙室のお客様，まず心安だて を映されることが多いのです。これでは私の画面は大半

に一言私のぐちを聞いて下さい。 ピシポケです。大げさにいえば下でふくれた三角の顔が

私が日本に来てカかるら早や一年が過ぎましたカが1いまだに 写るので

私の本当の姿を見にきて下さる方カが2ほとんどないのでで、 わるわけで私も前で見てくれとは一寸いいにくいので

す。こんな淋しいことはありません。大きくてやっぱり す。また日本で・は画面の中へ文字がはいっていて，こ れ

今までの映画に比べて立派だよ，位の見当違ひのお世辞 を読もうとするとやはり前の方ではくたびれることでし

では物足りません。私は今までの映画とは全然家柄が違 ょう。第三に前の方で・御覧になると画面が上にあるので

うのです。ト ーキペ天然色，立体映画等の先輩達が， 首が痛みますのあれこれと考へてきますと前の方で見て

次々と皆様の前に名乗りをあげられましたが，これらの ほしいと言うのもやはりぐちになって参りました。前に

方々は皆一つの額縁の向う側におって，この額縁を通し きていた r いて自の中一杯に映画を入れていたどく位に

てお客様に見てもらっているのです。私の生みの母はこ しますと，音も皆様の前，積，うしろとそれこそ本当に立

のような水くさい額縁を取り去ってお客様を自分遠の舞 体的に問えて参り，皆様を本当にその場所にあるような

台の上へあがってもらって画面の中にはし、ってもらおう 感じにおさそい出来るのですがね。私の一族でシネラマ

というので私を世に出してくれました。これが私達の唯 君が一足先きにアメリカで上映されましたが，今年には

ーの自慢なのですが，お客様の方はやっぱりこれまでの 日本にもお目通りしていましょう 。アメリカで上映のと

と同じように私達を遠くから御覧になります。前の方の きには一番値段の高い席はス ＡｉＡＱｾ γ の前の万でした 。

席はいつもガラ空きの有様です。中央からうしろの方に シネラマ君は幸いに劇ではありませんから字を読むこ

お席をとられ，相変らず額縁を通して見ておられます。 とがいりません。厨函を歪まぬような装置で写されるな

もっともそのときの額縁は前とちがってずっと大きいの らば，この時こそ私達一族の値打ちを前の方にお席をと

で立派ではあるでしょうが，これでは私濯が見ていただ って味っていたどきたいものです。映画として私達一族

きたい状態で見ていただし、てはおりません。私達として のものは最高のものですし，もこれ以上のものが今後現

はせっかく意気込んでいるのに観賞していた r けないの れるとは恩われません。今後は同じ血筋で段々素質のよ

でこんな淋しいことはありません。 いものが現われる位でしょう。私達もせいぜい努力致し

しかしこれも考へてみますとお客機の方にも無理のな まずから，建築家であられる紫煙室の皆様，私共をせい

い点があるようです。罰は欲深い館主の方にあると私は ぜいひき立て L いた Y くようお願いしておきます。

考えますが、お客様がうしろで御覧になるのには理由が とシネマスコープ君のぐちとお願いでした。

強 < 1 憧穂号

i ・3勺 ソ ザ ド3家 E
手 り / } 、又

フローリン rア

eu'tj't;a.... 意

有任縄よ

田辺工業株式会社

阪市西区江戸堀上通一丁目五電話土佐堀@7 43 7 - 9
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| 技 術 講 座 1)

現代建築のエヤコンデイシヨエングにおけるこ三の問題点

市

れば 2 表の如くボイラーの 8 倍以上の単価を必要とする

ので為る。 これらの結果A .C. は蒸気暖房の 3 倍以上の設

宇上井

ボイラ，冷凍機の単価の比較

備費が必要になるので・ある。

従ってA. C. 設備にあっては極めて設備費が高額になる

ので設備技術者は設計時に経済的なる設備にすべくあら

ゆる努力をつくすのである。T ! OちA .C. の計算法に於ては

極めて理論的なる研究が進み，暖房設備の設計と異なり

計算値に用うる安全率即ち余裕が殆ど o ｾＶ に近づいてい

る。

併し建物の経済性より云えば以下述べる如く建物の冷

房負荷の大半は建築自体の設計によることが多く，之は

建築技術者の協力なしには達成出来ぬ事なのである。

現代の建築においてはエヤコ γ デイ シヨニ γ グ ( 以下

A.  C. と略す) の採用が次第に増加しているが，この理

由は云うまでもなく 〈イ〉プラ γ ニγ グが方位に関係な

くできる， ( ロ〉外気と全く絶縁して快適なる室内環境

を得ることが出来る， ( ハ〉如何なる居住条件に対して

も快適な室内環境を作り出すことが出来る，等々による

ものであろう。すなわち都心に建つ事務所建築において

は塵挨，騒音の遮断のために外気との隔絶が必重要であり

デバートその他の商屈にあっては外気との隔絶はもちろ

ん商品に対する日照防止，採光における逆光防止などの

点から無窓建築が有利であると云われるが，そのために

は A. C. は必須の条件となるのである。

か L るA. C.の必要性は十分に納得される条件であるに

にも拘らずその普及をさまたげている第一の原因はA. C.

の設備費の高額なる点にある。本稿においては第一にA.

C.の設備費を分析して見 ょう 。

( 1) ヱヤコンデイシヨニングの般備費

例として2，∞0坪 (6，6oom
2

) の事務所建築に対し全館

蒸気暖房を行う場合と全館を行う場合の坪当りの設備裂

を比較して見ょう 。 ( 第 1 表)

第 2 表

建物自体よりの冷房負荷の中最大なるものは概ねガラ

ス面よりの黙負荷であり，而も近代建築にあってはガラ

ス面積は年々増加し，こ与に技術家はこの矛盾を如何に

解決するかと云う問題に直面する。

長さ9 0 m，奥行10m，高さ 30mのコシグリート建築を

例に耳立って説閉しよう 。 この建物のガラス面は長辺の両

国にのみあり短辺には全くないと考える。今この建物の

長辺すなわちガラス商を東叉は函に面しておいた場合と

南または北に面しておいた場合を考える。壁面に対する

窓の面積の割合を%， Ys ， :1，1;の 3 種類に変え，硝子面よ

りの日射または伝熱を小ならしめる各方法についてその

建物の冷房負荷を計算すれば第 3 表の如くなる。※ 1

) $ : 表を概算して判ることは窓面潰比の等しい場合は南

北向きの冷房負荷が東西向きのそれに比べて著しく 小 で

(2) ガラス面の問題

第 1 表

蒸気暖房とエヤコ γ デイシヨ ニγ グ設備費の比較

蒸

気

暖

房

熱供給装置 ( ボイ ヲ. 同町t民検問) ￥1，ぬo 1  

l配管 ￥1，7∞1  _  __  ___ ( ￥4， 脚

熱配給装置 : :￥3. 300 I  

a 放熱偲 ￥1，6∞J  I  

，冷凍機 ￥5. ∞o‘  

| ポンプ鎚井 ￥2，5∞I  Ｑ ｾ 内向明 、
熱供給装置 J L 干. I . &. ， VVV )

1，空気調笠穏，附属機?:l ￥2，5∞I I  

!  I  ｾ￥ ＱＷ ，∞ Ｐ＠
1ボイヲ，附鹿糠照 ￥2，∞0 1  [  

熱配給装置{ ダクf . U;.: 出ロ) ￥5. ∞01 

エ

ヤ

コ

ン

デ

イ

ν
ヨ

ニ

ン

グ

※ 1  第 3 表は早大学生浅沼，川中の両君に依頼して計算したもので

ある。

冷房負荷には本表の外に透間風によるもの，人体，電灯によるもの等

があるが， これらは何れも建物自体の構造主主匠には無関係と一応考え

られるので本衰の数字には算入しておらなL 、。又本表の欽字はー日の

中の最大冷房負荷時のそれを示す。

即ちA. C. にあっては熱配給装置は暖房の場合と大差な

いが熱の供給装置に於ては暖房の10倍に近い設備費を裂

するのである。之はA. C. に於ては中央機械設備に於て暖

房と同様のボイラ設備の外多数の近代工業の所産である

精巧なる諸機械を必要とすることに依る。例えば本建物

に必要なる冷凍機とポイラの K cal 当りの単位を比較す
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第 3 表 夏季における建物自体の冷房負荷 上 段 冷 房 負 荷 1蜘 B叩 /hr 下段( : : : ) に対する%

l窓 面 積 比 % 11 開 封 l  問弘|

( A)  1  ( B)  1  ( C)  1  ( 0 )  11 ( A)  I  ( B)  I  ( C)  I  ( 0 )  11 ( A)  I  ( B)  I 向 I ( 0 )  

Zすほす四百日寸はヲZ F Z R五日- 陪τ はす匝五正日一窓

西

面

吸 熱 ガ ラ エ え

19% 1  7 3 % 

ｾＱｾＱｾ Ｑ ｟ ｾ ｾ ｉ ｾ ｬｭｬ ｾ ｾ＠ m l  m l  ｷｬｾ＠

8 % 1 1∞ %  11 16% 1  6 6 % I  1 8 % I  100' 百 11 1 4 % I  5 5 % I  3 1 % I  100% 

時

内 側 ベ ヰ ν ヤン 8 % 1  100' 百

の " ー 霊 ガ ラ ス 11 660 I  2361 I  279 I  3300 11 330 I  1181 I  390 I  1901 11 197 I  697 I  435 I  1329 

15，百 1 52' 百 1 33，百 I 1∞ %  
2 0 % 1  7 2 % 1 7 % 1  6 2 % 1  2 1 % 1  100% 

一

同

一

防

防

町

市

き

一切間

一

日

一
二

一
二

一

旦

利

一

二

一

同

一
一

刻

一刻

日

日

一万

庁一ー一

mM

一切昭一

mm

一
ニ
一
川
縦
一

同

一

一

向

判

明

「

引

制

剖

則

一

応

一
旦

引

一

4

f

A
一

巳

一
三

川

町

司

可

一

刻

一

巨

一
ー

は

回

明

日

司

一

同
門
一
九

一一

山

咽

叫

引

一引

一

一

同

司

ヨ

引

-

引

一刻

一

庁
ゅ
ー
一
ご
す

-
M

7

ヱ

引

可

ω
l
一

一
三
副
協
一

m

m

I

E
可
川

一5 0 %以下の場合が多し、。即ち冷房をして いる場合でも南

北向きの方が経済的にはるかに有利であることが判る。

叉南北向きの場合はその最大冷房負荷のすてる時間は

窓面積の大きい時，ガラス商に対する処置がなされない

場合は正午前后に起ることが多く，窓函現比が小なる場

合は建物の壁，屋根よりの負荷の割合がまして，蓄黙の

影響のため午后六時頃が最大になる。

叉窓面が東西向きの時について考えれば窓面の大さの

如何に拘らず最大冷房負荷の起る時刻は午后 4 時であっ

て，而もプリ{ ズソレーユを設ける場合を除けば大体冷

房負荷の6 0 %を日射殺量が占める。即ち日射殺主主が冷房

負荷の支配的要素になる。従ってこの日射勲量を滅小せ

しめる問題，則ちサ γ コγ トローノレが是非必要となって

くる。

サンコ γ トロ{ ノレの方法には多くの方法があるが，こ

与では我が国に於て現在用いられているもの或は将来，

用いられる可能性のある阪線ガラスとペネ シヤ γ プライ

欄ガラスは一度之について言及したことがある22

日射黙をガラス自体に段収し，ガラスの温度を高めガラ

ス国より外気に伝熱として放出せしめる機構のものであ

る。従って外気への伝黙はガラス面に対する風速が大な

るほど良い訳であるが本邦の多くの大都市に凡られる如

く夏の日中の無風状態においてはその真価を完全に発揮

出来ぬうらみがある。ままに利用したデータはアメリカの

製品のデータによったものでE買収率5 5 %のガラスにて屋

外風速 0 の時を考えたのである。この時の遮熱率はわず

か2 3 %にすぎない。この結果本表に見る如く 処理しない

一重ガラスの場合に比べて2 3 %程度の日射量 しか減少せ

しめられない。従って 吸黙ガラスは高価の劉l針こ日本の

諸都市にあっては効果が少ないことが知られるであろう

二重ガラスは日射に対しては目立つほどの効果はなく

ガラス面よりの伝殺による冷房負荷を滋小せしめるのに

効果がある。伝黙による冷房負荷はそれ自・体， 日射によ
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る負荷に比して小さいものであるから特にカラス凶積の

大きい場合の外は余りに効果がなし、。

ペネシヤ γ プライ γ ドの遮熱効果は太陽の日射をその

羽恨の商に受けて之を空中に反射することにあるが，羽

根の面が完全に鏡の如き反射面であることは有り得ない

ので，その結果一部の日射熱は駁収されて羽棋の温度が

高まる。叉羽狼の傾きにより一旦反射した光が他の羽供

により再反射して室内に没入する恐れもある。共rr隊にし

て屋内に設けたペネシャ γ ( 以下内側ペネシヤ γ と称す)

は温度の高くなった羽根が室内にあること L 羽恨および

窓ガラスに再反射した光が直接に室内に入ることのため

に比較的に遮黙率が低い。( 第 4 表)

第 4 表 ペネシヤ γ プラ イシドの遮熱 $

ｉｾＧ 竺 ｅ 竺ｼ主主 ＭＭＭＧＡＺ｟ｉ ヱーーと
一一一 一 一1_ _  0 3_8  _ 1何れの場合も

内側ベヰ ν ャ | 灰 色 1 0. 26 1 完全にブライ

ンブラインド| 鋭 色 1 0. 30 1 シドをおろし

陥 色 1 0. 14 1 羽般の角度l i

|  クリーム色 1 0. 70 1  45度の場合
外側ベヰ ν ヤ 1  /  /  - J ^  ' "  1  u .  • u  1  

ンブライン F 1- 末亨E萄干吉一「一一τ τ - 1

A場合{任意. 色 ) 1  u .  - - 1  

窓の外に設けたペネシヤ γ t 以下外似lj ベネシヤ γ と呼

ぶ) は上記と反対の理由で表に示す如く i陛熱三鮮は大にな

るが併し意匠上および管理1: ，訴されない場合が多L 、。

第 3 表に示す数字は内側ペネシヤ γ にて遮熱率が30%

の場合である。ニさより判る如くl N 熱ガラスより梢よい値

を示すが全負荷としてはペネシヤ γ を設けない場合に比

べて20%程度の減少にしかならなし、。

最后にプリーズソレ{ ユ( 建築構造として設けられた

日除け) を考えて凡ょう。※ 3 プリ { ズソレ{ ユは之に

よってi直射日光を完全にさえぎることが出来る。但しこ

の場合空からの憾射およびプリ戸ズソレーュ自体からの

反射により多小の幅射熱は室内に浸入するが之は全日 射

盆に比し20%以下のものと恩われる。即ちよく設計され

たプリ{ ズソレーュの場合は80%以上の遮烈率を有する

閉そである，

プ トーズソレーユの形式は前記文献 ※ 3 によれば第 5

表に示す諮' 衝のものがある

安ｾ 51主 プリ ーズソレ ーユ の諸積

1  1  庇および軒

2  1  ハルコユ

J レーパ庇 {ルーパを平行に並べた庇)

/ ー窓あたり 1 枚又は¥

水平フイン ¥2枚のルーハ J  

5  1  回定水平ルーハ

6  1  可J同水平ルーハ( 可動式のもの)

袖壁7 イン (窓の両側から袖垣状に出た壁)

関定鐙ｾルーパ

9  1  可瓜軽慰ルーパ

10 1  袖伎とハルヨニ

11 1  深い窓枠

12 1 矩形格子

即ち木表にある如くプリ ーズソレ ーユとしては普通の

竪型および水平ノレーパのみならず庇，軒， パノレコ ニーの

如きものまで有効に利用出来ることは注目すべきことで

何れも日射光線を夏季に於て室内にさ し込ま しめない型

で十分なのである。

何 れt二しても完全に日射を さえぎることの出来るブリ

ーズソレ{ ユを用いれば，前述の如く遮光率8 0 %程度に

なり之によって計算すれば第 3 表の如くなる。即ち東西

面に窓がある場合に於ては務しく日 射黙盆を減少せ しめ

※ 3  ブリーズソレーユにI剥しては股近建築学会のJl'j 同規却t 委只会報告

として詳細なる資料が発表された。 {建築学会誌29年 10月. 29年 12月

号)
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J レーハなしの例( 法政大学大学院)

ることが出来冷房の金負荷として一重ガラスの場合に比

し窓百積Ｅの時はう Ｔ ，窓百績のち色場合にてもｾ程度まで

負荷を並走少せしめることが出来る。

従って筆者はこ L にサ y コγ トロールの最善の方法 ε

してプリーズソレ{ ユを推すものでーある。

窓菌が南北面の時は日射量自体が余り大きくないから

プリ{ ズソレーュの装置の効果はさしてあらわれないが

併し他の処世法に比べれば最も有効な方法であることは

第 3 表により判るであろう。

(3) ダクトおよびダクトスペースの問題

ダクトの断面積は次の式にて求める ことが出来る。

( 喰塵負車L 一一一 一

断面積一( 吹出口温度差) x ( ダグト内風速) x ( 常数)

且日ちダグトを小ならしめる場合には冷房負荷を小なら

しめるか，叉は吹出口温度差，民ｾを小ならしめればよ

し、。

然るに近代建築にあっては階高の滋少に伴い，採光の

必要上ガラス面積はt曽大する。即ち云いかえれば一方に

於ては〆 F トの収めるべき天井のふところが滅り つ L あ

ると同時に，ガラス面積の増大につれて冷房負荷は増大

の傾向をたどっているのである。 この矛盾を解決するこ

とは我々に与えられた使命である。即ちまっ・冷房負荷，

特にガ ラ- âよりの日 射の負荷をへ らすぺく前述の如き

プリ{ ズソレーユその他を用いねばならなし、。

之と同時に設備技術の上に於いて吹肘口温度差または

風速をますベくあらゆる試みがなされてい る。吹出口温

度差を大にすることは吹出口よりの冷風の温度を下げる

ことで，余り冷風慌度を下げる時は来旧の吹山口を用い

る場合，この冷風はた Y ちに居住縫凶に没入し，居住者

に対して箸しいコーノレド ・ドラフトを感ぜしめる前それ

がらった。従って1940年代頃より吹出口の改良が行われ

現在日本に於て広く用いられるユニ パーサノレ型或はアネ

モスタツト型吹出口の如き新型の吹出口が多数考案され
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たのである。※ 4 これらのものは! 日型に比べて温度差を

50  % - 100 % 地加せしめることが出来る内

更に最近に到りアメリカに於ては高速ダ' " 卜の出現が

あり，之によ って在来のダクトの風速の約 2 倍の風速に

て空気を流動せしめる。高速ダタトに於いては高速と共

に現在の温度差の50%t曽しを取ることにより〆 F ト断面

積を従呆のものの% に低下する事が出来たの泳5 叉天井

内のふところの問題について云えば従来・は殆どダ F トを

梁下に通していたが，現在Jこ於ては梁下の余裕が無いた

め，円形〆 F トとして梁を貫通せしめる工法が多くなっ

た。この様な場合高速ダグトを用いれば〆 F トの径が縮

小するから梁の貫通の点から有利と云える n

併し高速ダタトは一朝一夕にして生れたものでなく，

アメリカに於ては十年以上の研究の成果と云われている

からこの高速ダグトを日本に導入して成功するまではま

だ一二年の歳月 を必袈とするであろうの

』耳、グ トを通すグ F トスペ{ ス叉は〆 F トシャフトの位

置に関しては最も経済的なダグトのレイアウト の出来る

場所にな くてはならず，その断面積は各階床の商積の大

路 Ｑ ｾＲＥ となる の※ Ｖ 従 ってダ ｆ トスベｻスによって

失われる有効面積は少なからぬ大きさとなるのこのググ

トスペ{ スの商積を如何に振分りけて如何に配註するか

は初期計画のプラ γ ニγ グに於て建築技術者と設備技術

者の協力の上で初めて可能になるの (30年 1 月6 日〉

( 筆者早大助教授)

x  X  

×  x  

※ 4  之守 に関 しては漣寝雑誌28年 9 月にくわしくのペてしる。

※ 5  Heat i ng Pi pi ng &  A. C.  Nov.  1954 参照

※ 6  ダクトスベースの大さの求め方およひその配置法に関しては新建

築29年 7 月，拙稿参照。
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理 事 会 8 日 4 時一 5 時於朝日ピノレ

伊東副会長外 7 名 事 務 局 2 名 出 席

訴事 (1) 入退会詮衡の件 (2) 忘年会の件，定例の午餐

会を取り止めて忘年会を催し多数会員の出席を得るよ

う企劃することとし実行委員を決定 (3) 事務局職員下期

賞与支給の門など審議決定，報告事項として各委員会経

過， 十一月会計報告. l } . f . 業報告などが各担当者から行わ

れた。

支 配 会 8 円 3 時一 4 時 於朝日ピノレ

青木理事外 3 名 事 務 局 2 名 出 席

理事会附議事項の審議を行った。

一委 員 会一

編集委員会 4 日 2 時半ー 5 時 於朝日ピノレ

浦辺委員長外 5 名 事 務 局 2 名

(1) 三十年度の企劃 として作品作風欄，本文，技術講座

の 三 本 ｾ ｜ｬｲＮ とすること (2) 新年号は 「日本に於ける建築的

伝統」特集号と し作品作風， 技術講座のm載分を決定

( 3) 2 月号はコ : / ! I リー ト特集とし題目と執筆者 を決定

(4)3 月号以降の企劃と して劇場特集，住宅特集，等を考

目撃する ことなどを審議した

会事事養員会 10日 4 時半- 6 時半 於朝日ピノレ

藤木委員長外 7 名 事 務 局 3 名

事業経過報告に次いで (1) 三十年度事業計劃について

事務局予定案を説明 (2) 小委員会の新設について常務理

事か らその理由を説明し小委員会を設けることに決定

して委員 5 名を人選 (3) 忘年懇親会の実施についての打

合せなどにつき審議した。

住宅委員会 ( 古市市営アパ ート 見学会)

赤松委員外 3 名 21 日2 時 - 4 時半

古市アバート現地に集合，久米建築事務所の三島氏の

案内にて各裂の建物を見学，種々質疑応答をなし解散

す，遊園設備とアパート外装の色彩に一同注目した。

エ. 請負契約約款委員会

第14回 3 日 2 時 一4 時半於朝日ピノレ

尾崎委員長外 4 名 事 務 局 2 名 出 席

第 2 4 条討議

第15回 9  8  2 時一 5時 於朝日ピノレ

蔽中委員外 3 名 事 務 局 1名 出 席

第 2 5条 第 2 6 条討議

第16回 15日 2 時 -- 5 時於朝日ピノレ

報 ( 十二月分)

回辺幹事外 4 名 事 務 局 1 名 出 席

第 2 7 条一 2 9 条討議一応全条の審議検討を終

ったが次回更に修正治みの全文について通読検討す

る乙ととして散会

第17回 (最終回) 24日2 時一 6 時於朝日ピノレ

尾崎委員長問辺幹事外 5 名 事 務 局 1 名出席

修正案文を逐条朗読 して検討の上数ヶ所を再修正

して日本建築協会実を決定 した，決定案文はこれ

を直に日木建築学会宛に送附することとした。

建般映画観賞のタ

3 日午後 5 時半から今橋 グラブ講演場で開催した。定

亥IJ 手島常務理事の開会の挨拶に次いで下記映画を上映し

た。

(1) 安治川サイロの滑動型枠施工 大林組製作提供

(2) 国連木部の建設 ア j リカ文化セ γ ター提供

(3) 佐久間ダム建設記 鏑1) 間 組 製 作 提 供

(1) に勺いては大林組研究室菅田豊兎氏の (3) について

は間組本社企劃課長官川弐樹氏の解説があったが，新法

式のコ γ クリ{ ト工法，機織力利用のアメリカのピノレ建

築状況，日本最大の水力発電建設の難工事克服の苦心状

況なと一同感興深く観賞した，観賞者に於ても資する処

大であったこ とと思う 。終了後映画提供者及解説者に対

し一同感謝の意を表して八時散会した。当日の観覧者約

400 名， なお同映画は翌日神戸に於ても協会支部が他の

団体と共催して映画会を開催し好評を侍した。

懇 親 忘 年 会

23日 6 時一 9 時 於来山閣

従来一部有志による忘年会は屡々催されていたが一般

的のものは殆どなかったのでー本年は会員各層より多数の

出席者がある よう 会勢委員会に於て笑行委員を設けて企

劃した，幸い会長始め老年j脅から中年，若い会員と老若

130 名に上る出席者をみて頗る脱会であった， 会員各方

面有志から贈られた寄贈品は舞台上に山と積み上げられ

たが出席者全員にお土産と抽畿による景品として洩れな

く贈られた，叉各卓子別選手の歌競べ，飛び入り隠し芸

の優秀者には参加賞の外にも豪華な寄贈賞品が贈られて

一同の大喝采を博 し， 全員談笑裡に中主主斜理を味い乍ら

和気あいあいと多忙な年末の一夜を正に忘年歓談して過

し9 時に散会した，至宝に御寄贈を戴いた向や御尽力を賜

わった実行委員の方々に厚く御礼を申上げ ます。
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理 事 会 18日 3 時 - 4 時 於

竹腰会長外 4 名 中 沢 監 事 事 務

議 事 (1)三十五年記念事業剰余金運

の鐙普通預金としておくことに決定

通常総会には多数会員の出席を求む

を決定 (3) 準備進捗中の色彩 ，建築

を了承仏) ブイリ y ピンの建築雑誌

家惟騰の件は学会賞受賞の村野藤吾

騰することに決定。備建材開に闘す

会にその作製方を依頼することとす

の件審議の後十二月分の会計報告

集の決算報告を行いその他の報告事

とした。

臨締理事会 29日 1 時30分一

竹腰会長外 6 名 事 務 局 3 名出

議事 (1) 通常総会上提議案につき

を1尋筒名誉正会員推薦の{ 牛は審議事の

を縫挙のことに決定 (2) 会勢委員会

審 議 した退任役員などの優遇に関す

長の連絡のために会合を催す件は突

次いで報告事項としてカナダ及ブイ

え寄稿の件について夫 A 執筆担当者

の経過状況事業報告など各担当者カ

通常総会 31 日 5 時 - 6 時 半

竹股会長伊東副会長中沢監外各理

で近年稀れな出席率の多い総会であ

議長席に着き開会を宣 して議事にス

議 事 (1) 昭和二十九年中の事業報

{昔

社 団 法 人 日 本 建 築 協

昭 穂8年 度 決 算 報

方 の

科 日 金

備 un 口

仮 払 金

振 替 貯 金

当 座 預 金

現 金

敷 金

定 J町 預 金

投 n. j;] 託 預 金

通 f到 金

本 年 度 収 支 則 定

橋F ラプ

2 名出席

蛍の ('1ーは当分現状

2) 月末開催予定の

ょう企劃すること

講演会 の件の報告

り依頼の日本建築

と前川国男氏を推

リストは関西建材

(5) 入退会者詮衡

和氏退職慰労金募

な次回に譲ること

於大阪建設会館

務局より説明了承

果野中実氏外 8 氏

翻小委員会に於て

件，各委員会委員

を計ることに決定

y ピγ の建築雑誌

定の旨を叉委員会

行われた

管水建設支庖講堂

会員出席者 6 9 名

た，定刻過ぎ会長

fの件

貸 借

昭和 28 年4 月 1 日

部

官n

書 6，3  6  9. 3  3  

6， 0  0  O. U  0  

2 0 9 . 0 8  

1  3  O.  4  1  6.  0  0  

2  1. 2  2  O.  4  3  

2  3  1  1  9  2. 0  0  

1  6  2， 0  0  O. 0  0  

3  3  5， 0  0  O. 0  0  

1  3， 6  0  3.  0  0  

5  8  8， 5  6  O. 2  9  

tr 計 1. 5  7  4.  5  7  O.  1  3  

報 (  1 月分〉

(2) 昭和二十八年度決算報告の件

(3) 創立三十五年言己念事業決算報告の{ 牛

(4) 昭 和二十九年度予算承認に闘する件

(5) 名誉正会員推駕に関する件

選 挙 監 事 1 名評議員 3 1 名 選挙

事 務局より出席者え関付の各議事書類 について説 明 質

疑応答の後決算書類について中沢監事より緊王子報告があ

っ て各議案共別記の通り了承承認された備名後 正会 員に

は之叉別記の通り九氏が准挙された，五時五十分選挙 に

移り別 記の各氏が監事評議員に当選決定し六時半通 常 総

会を終了した。

総会終了後会場に於て一同大映の 「雨月物蒜」を観覧

八時半散会した。

一委 員 会一

編輯委員会
14 日 3 時一 5 時於朝日ピノレ

浦辺委員長外 3 名 事 務 局 3 名出席

(1) 一月号経過報告収支報告 (2) 2 月 「コγ グリ{ ト特

集 」の内容を報告なお投稿の「コ γ タリートの鱈粍J は

「建築技術 j に推薦すること ( 3) 3 月号。は 「住宅特集」

とし種々の案が出たが骨子プラ γ を西山委員に於てまと

めること 仏) 4 月号は商業建築を追求すること，作品作

風は劇場建築を技術講座は照明と音斡をテーマとするこ

と (5) 5 月号は生産建築特に福祉建築を扱うことなど審

議決定した。

会勢委員会企画小委員会 21 日 3 時一 5 時

於朝日ピノレ 田中委員外 3 名 事 務 局 2 名出席

田中委員を主杏に選任して審議に人り (1) 見学会につ

いて二月以降の予定，見学方面に対する希望，見学会開

対 照 表

至昭和z 9 年 3 月31日

貸 方
の 部

科 目 金 官且

2占 本 金
4  7.  6  7  2.  6  5  

職只退職手当準備金 3  5  0， 0  4  4.  4  0  

*  

2E 
坤i ｾｕ＠ 金

4  1， 2  7  6. 2  5  

備 品 償 却 部 制 金 2  8， 8  3  9. 0  4  

収入欠 J目補填準備金
4  9， 2  7  4.  7  9  

仮 受 金
3  0， 1  0  O.  0  0  

未 払 金
2  8  0， 1  8  8. 0  0  

故 日 高 氏 事 業 資 金
2  0  0， 0 0 0 .  0 0  

{自 人 金 3  ?  3， 6  4  6. 0  0  

未 経 過 収 入 金 2  2  3， 5  2  9. 0  0  

ノL、J  
富十 1， 5  7  4， 5  7  O. 1  3  

本 年 度 収 支 勘 定 不 足 金 5 8  8， 5  6  O.  3  9  It 次 期 の 繰 鰯
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寸

財 重量 自 録

昭 和 均 年 3 月31 日 現 在

資 産 の 有f， 負 債
の 部

摘 要 金 tll 摘 婆 金 官1

悶 定 資 産
8 6 . 3 6 9 . 3 3  当 勘 定

6 6 9，4 3 4 . 4 8  

1.1 
問口 敏貝退職下引伽備金 350，044. 40  

ｾ＠ fb 資 E置 662.  <1 4  8. 5  1  事 業 単 { 柑 令 41. 276. 25 

当 座 預 金 130，416 ∞ I柑品償却I f . lAi j z 28，839. 04  

普 通 預 金 13，603 ∞ 収入欠抑制i唖準備金 49，274. 79  

定 期 預 金 162，0∞ 00 故目前 I'T氏原業資金 200，飢問。。

仮 住 貯 金 209. 08  維 勘 定 8 5 7，4 6 3. 0 0  

投 資 IJ J f : 預金 335，000. 00 似 :Y': 金 30，1∞ 00 

現 金 21，220. 43  l昔 入 .3< 
323，646 ∞ 

1 1 ! 助 定
237.  1 9 2.  0 0  未 払 金

280，188. 00 

仮 払 金
6，000. 00 未 経 過 収 入 金 223，529，∞ 

敷 金 231，192. 00 ｬｾ＠ 本 金 4 7，6 7 2. 6 5  

d十
9 8 6，009. 8 4  1，5 7 4，5 7 0. 1 3  

A 引 不 足 金
5 8 8，5 6 0. 2 9  

〆L、B  ;n 1，5 7 4，5 7 0 . 1 3  
〈

官十 1. 5 1 4，5 7 0. 13 
u  

創 立 35 年 配 念 事 業 決 策 報 告

臼 昭 和 27年 4 月 至 昭 和 羽 年 8 月31日

収 入 の f百 支 ll¥ の 部

ff 日 金 官1 :1¥' 日 金 額

f長 援 ｾ＠ 1t 
3， 4  0  5， 4  5  0  t1I 版 部 3， 4  3  1， 7  2  7  

地 質 制 査 凶 ぷ 収 入
2  4  1， 3  8  2  慰

組鋼、主 ｉｩｾ＠ ff 1  3  3， 7  4  0  

建 設 使 覧 収 入 2， 5  7  6， 1  4  9  l.'i 金 部 tt 6  0， 8  9  2  

雑 収 入 6  5， 8  6  8  .}.， 彩 部 費 1  0  9， 3  6  5  

ｴ 需品ｾ ， 揮 智 会 費 2 8 2，2 5 0  

見
.千

部 費
1  1  9， 2  3  5  

住
弓4 五

郎 費
2  8  1， 4  5  0  

祝 賀 会 ff 
7  9， 8  4  0  

総 務 部 11' 
3  ti 6， 8  6  3  

号F 制 11' 
6  6  1， 0  7  2  

計
6， 2  8  8， 8  4  9  計 5， 5  2  6， 4  3  4  

まE 日l 事ｾ 7  6  2， 4  1  5  

ノL、'  計 6， 2  8  8， 8  4  9  -(、」
計 6， 2  8 8， 8  4  9  
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昭 和 29 年 度 収 入 予 算

科 目 項 29 年度予 算

個人会 費 フ280，000

団体会 費 2900. 000 

会 • 5，430，∞o  

地方会 費 165. 000  

準 会 費 85. ∞00 

後 媛 会 費 ＷＲ ， 蜘 ＱＱｈｾ 会 費 ｼ 72，0∞ 

雑 詑 収 入 4，2ω. ∞ 

入 会 金 20，0∞ 

雑 収 入 840，0∞ 
建材審査料 100，α m  

錐 収 入 市，棚 |

1、J  3十 10，602，∞o  合 計 10，602 ∞o  I  

昭 和 29 年 度 支 出 予 算

科 自 29 年度予算 費

456. ∞o  

事 務 所 費 756，000 

建設会館， 3∞， 0∞ 

会 議 費 100，0∞ 

雑誌発行 費 4，260，α JO 

事 業 費 5，5ω ，0∞ 支部交付金 1∞， 0∞ 

支部補助金 1∞. 0∞ 

一般事業 費 1. 000. 0∞ 

備 品 費 20. 000 

通 信 費 76，000 

交 通 費 230，0∞ 

事 務 費 686，肌悶 集 金 費 200' 000 

印 刷 費 50，飢泊

文 房 具 費 40，0∞ 

i世 費 70，000 

2，500，000 

3，0∞，0∞ 賞 与

5∞， 000 

一般賦課金 15. 0∞ 

偉 康 保 険 72，0∞ 

i # 賦操金 138，0∞ 

厚生年金保険 36，0∞ 

失 業 保 険 15，∞o  

退職事例金 60，0∞ 

路 軍 備金 62，∞o  

備品償却 費 2，000  

3∞， 0∞ 

予 備 金 4∞，∞o  

第二予備 費 100，000 

1'l 、
計 計 10，ω 2，000 
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倦について学会との関係 (2)会員僧加の方法や退任役員

などに対する優待方など (3漸 建 築 材 料 の 説 明 会開 催

(4)連絡のために各委員会委員長の会合 (5) 会員優遇のた

め小骨の材料購入について関西建材会と協議することな

どに関して希望開陳や意見交換があった

教育委員会小委員会 19日 3 時一五時 於朝日ピノレ

益尾主査外 4 名 事 務 局 3 名

(1) 袷尾主沓より小委員会編成主旨説明 (2) 工業高等学

校建築科優秀卒業生徒表彰について審議 (3) 日本建築が

アメリカ建築に及した影響講演会開催を承認仏) コ γ ク

リート技能講座の充実について意見交換があった。

住宅委員会 25日 4 時一 5 時半

中野委員長外 5 名 事 務 局 3 名出席 ‘

(1)理事会より住宅に関するガイドプ ツク 出版企画指令

の報告 (2)住い万小委員会の住い方女自民イγ デクスの報

告 (3漸聞社掲載交渉の経過報告 (4) 古布市営アパート

見学会の報告 (5) r建築と社会」三月号住宅特集の協力

方審議各委員分担決定。

午 餐 会 18日 12時一 3 時 於 今 橋 P ラプ

市建築局桐本次長の帰朝歓迎を兼ねて新年午餐会を開

催したが珍らしくも 協会創立以来の大先輩の波江名営会

員にも御来会あり総出席者 5 3 名に上り阪かに開会され

た。定刻五階大広間の七ツの円卓に一同着席用務のため

遅参の会長に代って伊東副会長新年を迎える挨拶を述べ

て乾盃会食に入る，デザー トコ ースに移って会長の出席

があり改めて会長から本年の建築界の展望や会員に対す

る期待と激励の挨拶があり終って波江名営会員立って協

会が創立されるに至った当時の若い建築家の人々の状況

など珍らしい回願書売があり一同興味女新} こした次い で桐

本市建築局次長の欧糸視察談を拝聴更に同氏撮影の天然

色スライド百余枚を興味深く観賞して三時散会した。

. . 演 会 27 円 1 時半- 5 時 半 於 今 橋 タ フ プ

大坂府立産業能率研究所色彩管理委員会後援の下に 「

建築，色彩講演会J を開催した。協会理事教育委員中野

順次郎氏教育委員長に代って開会の挨拶を述べ次の通り

研究発表があった。

色彩管理の基本方針

大坂府立産業能率研究所研究所長 大橋伸光氏

建築と照明とに関連する色彩の諸問題

通産省電気試験所大阪支所長土陣 岡田喜重量氏

外墜の色彩管理について

奈良女子大学教授山崎勝弘氏

P R講演天然色ブイルムについて

富士写真プイルム 普 及 課 長 松 崎 長 氏

。 天然色印刷について

中 田 印 刷 株 式 会 社 社 長 中 田 肱 氏

当 H の聴衆約名色彩の問題は建築とは非常に密療な関

係があり叉仲々困難な問題でもあるので一同黙心に聴講



各自大いに参考とせられる処が多かったこと と恩われ 庖の非常な御配慮を受けたがこの追加申込についても大

る，講演が終ってアメリカ文化セ γ ターの好意による電 変な御手数を煩わした，特別に許可を得て一同開場前の

気に関する文化映画を上映観覧に供した，終了後別室に ー・時に入場竹中奥田現場主任及開設計担当者岩本氏から

於て各方面から招待 した主として設計の関係者20名が講 一応の説明を拝H惑の後館内の見学をした，シネラマ専問

師を中心に簡単な会食をした後中野理事司会の下に色彩 館といっても映写室が三ケ所あることと映写幕の設備が

に関して座談会を催し!質疑応答や意見の交換を行った， 異っている丈けで他は普通の吠函館と異る処は無い由で

散会八時半。 あった。見学終了噴には一般観覧者の入場もあり 二時か

見 準 会 ら「これがシネラマだ」の上映が開始された，画面の広

os 劇場とシネラマを観る会 20日 1 時一 4 時 さや音響効果で観覧者が闘中の人となる感じで観覧後は

我が国に於ける最初のシネラマ専問劇場の完成と関西 綿々疲労を覚えた，笑写のものは甚だ現実感があって仲

初のシネラマ公開を機としos 劇場の見学会を催した当 々結権だが将来劇映画など扱われるとしたらどんなもの

初百人を予定していたが希望者が多く追加追加で二百人 になるだらうと興味が感ぜられる。

となった，本企画は最初から so劇場施工者の竹中工務

I  1  1  1  !  1  I  I  I  1  I  
| 紫 煙 室 1

I  1  11 1  1  111 

数 の お も し ろ さ

私は 「数」 というものは大変おもしろいものであると

思う 。無限や連続の理論を読んでいる と，数と神とを混

合するような錯覚に捉えられるn 数というものは誠に神

秘的なもの であるの

数のあそびのなかに「魔方陣J というものがあるのこ

れは縦横同数 n個の方恨のなかで 1 からその方恨の数nヨ

までの数を入れて，左右，上下，両斜の各列の数字の和

が同数になるようなものをいうのである が，この平面の

魔方陣で段数が 3 段の場合は配列のしかたは一通りしか

ない。 しかし 4 段となると非常に沢山のちがった種類

が作られうる。私は約 700個の変った並べ方を知ってい

る。 5 段になるとはっきりと，は判らぬが，恐らく 5，∞o

個佼のちがった型がで‘ きる。 6 段になると， 150，000 個

位の型ができるの

しかし誰かが単に T rial で， たとえば 6 段の魔方陣

を作るとすれば，それは途方もなく困難な仕事であらう

中 ヰサ 網

作り方を知っておれば，造作もなく幾つでも作ることが

できる。

更にこの平面的な魔方陣を進めて立体と してもやはり

成立する 3 即ち。縦，横，高さに同じ自の n をもった数

ものに， 1 から n
s

までの数字を入，れて，縦，横，高さ

斜線 Lこの場合 4 ;; ドある) の数字がー・定になるようにす

ることができる。

更にもう一歩進めて，四次元の魔方陣も作ることがで

きるの且! l ち，縦，右翼，高さの三/:i ，mt こn とし、う同様な目

数をもつのみならず第 4 軸の方向にこのような立体が更

に n 個並んでいるという場合である ( この場合楽嚇は 8

本ある〕。

このように魔方陣についてもその底は深く奥は長L、

興味湾々として尽きないものがある。 誰か会員のな

かでこのような数字遊戯に興味をもっ人はありません

台、。 ( 筆 者 領 官保険協会技術課長〉

I  I  1  1  1  1  1  I  I  1  i  I  I  I  1  I  1  I  I  I  I  I  1  I  I  I  I  I  I  1  I  I  1  I  I  I  I  I  I  I  I  1  1  
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名 誉 正 会 員

永 瀬 狂 三 君 の 計

名誉会員永瀬狂三君予て病

気御療養の処 1 月21日逝去さ

れました。亨年77才，23 日自

宅に於て葬儀が行われ手品常

務理事が参列して会長弔辞を代読致しました，ここ

にその遺影と略歴とをかかげて謹んで哀悼の怠を表

しその御冥福をお祈り申し上げます。

明治39年

同 年

明治41年

大正 6 年

大正 8 年

大正 9 年

昭和 4 年

昭和 10年

昭和 19年

昭和20年

略 歴

東京大学建築科卒業

検浜市下回築造合資会社勤務

大阪市辰野片岡事務所勤務

京都 大学工学部講師

京都 大学営繕課長

京都高等工芸学校講師

京都 大学退職

京都工学校校長

京都工芸学校講師退戦

京都 工学校退職

編 集 後 記

久しぶりにもつばらェ γ ヂニヤ向に編集をしてみたわ

題 してコ γ F リー ト特集号。わず かの紙数では貌近のコ

y グ リ { ト技術の進歩を網羅することはできないこと

だ。しか しこの号に盛るととろは，いづれも斯界の尖端

を行く記事ばかりであるの冒頭に奴陣土の寄衡をのせた

ことは大きな喜びである。先生は日本の建築界のもつ倣

界的学者とい L うる第一人者であることはL 、うをまたな

い。去年米国留学からかえった先生の弟子の話 しによる

と，むしろ教えてきたと云うことである。この一事をも

っても， 先生の学問のオ水t 準の高さを知り得よう九。坂先生

は来年めで

お毎日笑験室の陣E頭員に立つて研究fにこ，指議に王手心 してお

られ る。その学問の巾の広さ ，深さはいうまでないこと

だから，その新 しさには敬服せざるをえぬ。こ L ろみに

問先生の近著，コ γ クリ { トの研究をひもといてみたま

え。最新の技術 P S コγ タリ ー ト，最新の工学リミット

デザイヅを包含した現在この方面で他に類をみない好著

である。先生の御寄稿をありがたく感謝する。

奥島隠士のコ γ グリート簡易測定法，金井重工の荻田

氏のヒ・アノ i線の話， いづれも我国コ γ グリート技術界の

尖端をゆくものである n

大林組菅田氏の報告，安 治川 口サイロはわが国初めて

のスライディ' / ? ブオ ームを用いた工法でーあるの並立し

た多くのサイロを一挙に連続的に打ち上げてしまった注

目すべき工事であった。海外では建物もこの工法によっ

たものがあるときく。また この方面への! ぶ用も望まれる。
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会 員

小 松 四 郎 君 の 計

会艮小船四 J11LI } は去る 30年

2 月 l 日に逝去されました，

n  にその ｊｈｾｾ と略 ｬ 涯をかかげ

て護んで哀悼の意を表しその

御冥福をお祈り申し上げます

略 歴

明 治39年 6 月 舞鶴市に生る

昭和 2 年 4 月 京都商業卒業後東洋リノリユー

ム株式会社入社

昭和2 1年 5 月 間社を辞し建材尚小.rl 閉会を京Ij

立

昭和27' f 5 月 間磁会を解散し亀井株式会社工

事部嘱託として現. ( f . に至る。

政岡氏の j タノレブオーム( 鉄枠) の話は， これまたわ

が国コ γ F リー ト界の新傾向を報じたものである，昨年

春建築学会近畿支部では坂静雄博士を委員長として欽枠

委負会なるものを構成して，半歳にわたりわが国での鉄

枠の利用についてあらゆる角度から検討を加えたのであ

った。この報告はその成果を報じたものである。灰聞す

るところによれば鉄枠を・供給する会社が新たに設立せら

れたということである。やがて大いに利用される時が来

ると想像されるn 読者諸賢のよき参考となると思う n

本誌の内容はつねに斬新であり，技術の進歩とともに

ありたいと願っている。 本号その線に沿いえたならば編

集子が幸いとするところであるの ( G)  

直 接 と 社 会

館 36輯 第2 号

売価 1 部1∞門 ( 送料共)

昭和29年 1 月25日印刷・昭和30年 2 月 1 日発行

編 集発行人 沖 田 誠

発 行 所 社団法人 日本建築協会

大阪市北区中ノ 島3 ノ3朝 日ピノレ

電 話 北 浜 @1 3 3 4 - 9 番

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

大 阪 市 北 区 堂 山 町 ( j 6  

印 刷l 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6

印 刷 所 株式会社研文社 電話盟締僻 臨 書
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